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I　はしがき

　都市の影響を強く受けている首都圏の農村にお

いては，農業の発展と後退といった相反する2つ

の状況が併存しているが1），現在ではこの傾向が

ますます明確になりつつある。農業が後退する農

村では，農家の兼業化や脱農化が進んだり，非農

家が流入し混住化が顕著になったり，農業生産性

の低下や農地の粗放的利用や放棄などの具体的な

現象がみられ，さらに農村の生活や社会も大きく

変質し，中にはコミュニティ白体が崩壊してし

まったとさえ思えるような例もある。農業発展傾

向にある事例としては，近郊農業や観光農業など

に象徴されるような，その場所の資源を活用して

高い収益をあげているものがあり，さらに伝統的

価値観が比較的温存され，活力のある農村コミュ

ニティが存続している場合もある。しかし，前者

の農村が広範に分布しているのに対して，後者の

農村は限られた地域に島状に点在するのが現状で

ある。

　ところで，斎藤　功らによると2），首都圏にお

いては中心都市の東京・川崎・横浜の周辺と，東

京都心から60～80kmのところに，特に高い生産

性をあげる農業地域がみられる。前者はいわゆる

近郊農業地域であり，後者は斎藤の命名による中

郊農業地域である。他方では，森本健弘が明らか

にしているように，東京都心から40～60kmの範

囲まで広がる都市化地域や，その外側の80～100㎞／

の首都圏外縁部平坦地，そしてより周辺の山間・

丘陵地域において不耕作地が卓越し，農業後退の

傾向がみられる3）。これらのことから，農村の相

反する二つの傾向には，申心都市からの距離が大

きな影響を与えていると考えられる。このことを

念頭において多くの研究が蓄積されてきた4）。

　さらに，このような農村研究において重要なこ

とは，集落を構成する個々の農家の農業活動や就

業構造の検討を積み上げることによって，分析を

進めることである。それによって得られる具体的

なイメージに照らし合わせることによって，現代

農村の特徴とそれを生み出す地域的条件の解明が

容易になる5）。

　この報告は，上に示した2つの農村動向のうち，

農業発展の事例を中心に，もう1つの農業後退と

いう事例と対比させながら，現代農村の特徴を明

らかにする。対象地域は常陸太田市の市街地に近

接した農村であり，そこには巨峰ブドウを中心と

した果樹産業によって高い収益をあげている集落

と，兼業化が著しく浸透し農業活動が不活発な集

落が併存している。ここでのブドウ栽培を中心と

した果樹農業の経営構造と発展過程について考察

し，その存立基盤を明らかにする。その際に，首

都圏における調査地域の位置的意味を考えつつ，

集落での農家単位の分析を積み上げながら研究を

進めることにする。また，首都圏内での位置とと

もに，地方中心である水戸市や日立市との関係に

配慮すること，農業経営の特徴と存立基盤を，集
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落の自然条件や景観，就業構造，さらには生活組

織などの側面から総合的に分析するという視点も

加えることにする。

　研究対象地域は常陸太田市の長尾地区と瑞竜地

区であり，東京の北東約100km，日立市の南西約

10km，水戸市の北約20kmのところにある（第1

図）。果樹栽培が盛んな長尾地区は大字増井町の

一部であり，1990年の農業集落カードによると総

戸数88，そのうち農家数は23の集落であった。

1995年の農業センサス結果でも農家は23戸であ

り，販売農家は20戸を数え，そのうち6戸は専業

農家，9戸は第1種兼業農家であった。農業に強

く依存する農家群は，増井町の東部の半島状に伸

びた2つの台地上に分布している。長尾地区にお

ける非農家の大部分は，常陸太田市街地の拡大に

ともない流入してきた住民であり，地区内の一戸

建てもしくはアパートに居住しており，農家との

日常的な付き合いは少ない。長尾地区はさらに1

班から3班に分けられており，この報告ではその

うちの1班を主に取り上げることにする。他方の

瑞竜地区は長尾地区の東に接し，大字瑞竜町の南

部の瑞竜町一区の範囲であり，江戸末期に瑞竜村

に吸収合併されるまでは，小野村という独立した

藩政村であった。元瑞竜と呼ばれる瑞竜町二区と

ともに瑞竜町を構成している。ユ990年の農業セン

サスによれば総戸数172，農家数が！！4の集落であ

る。1995年の農業センサスによると，瑞竜地区の

108戸の農家のうち85戸が第2種兼業農家であ

る。北から上町，中町，松崎，下町の4つの集落

に分かれており，この報告では特に申町および下

町を中心に調査を行った。なお，この報告では調

査対象地域を，長尾地区と瑞竜地区と呼ぶが，大

字としての取り扱いをする場合には，増井町と瑞

竜町という呼称を用いる。さらに狭い範囲につい

ては，例えば長尾1班や瑞竜下町といった使い方

をする。

　この報告では，まず具体的に研究対象地域の自

然環境と土地利用の特徴を記述・分析し，次いで

果樹農業はどのような過程を経て発展したのかを

検討する。さらに，現在の果樹農業の技術的特徴
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　　　　　　　第1図　研究対象地域
（国土地理院発行2万5千分のユ地形図「常陸太田」により作成）
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火山灰起源，それに伴う肥沃度の相違といった土

壌的特性の明瞭な差異を確認することができる。

火山灰起源のクロボク土の分布する瑞竜地区の土

壌が一般的には肥沃度が高いといえるが，長尾地

区における肥沃度の低さがブドウ栽培に適する条

件であるとも考えられる。

　3）気候的特性

　第2図は常陸太田。甲府・水戸の3市における

気温と降水量の年間変動を示したものであり，常

陸太田市に関しては1992年から1996年までの5年

間のデータを平均したもの，甲府市・水戸市に関

しては！961年からユ990年までの30年問の平均値で

ある7）。常陸太田市のユ月の平均気温は4．O℃，8

月が26．O℃で，これは東京と比較してそれぞれ

1．2℃，1．1℃伊い。年較差は22．O℃であり，これ

はほぼ東京と同じ値である。常陸太田市における

年降水量は936．1mmであり，これは東京のユ405．

3㎜mより46912mm少ない。ただ，ここ数年間，

特に夏季の降水量が極めて少ない傾向が続いてい

るので，この年降水量は長期間の平均値とはやや

食い違っている可能性があることを念頭に置かな

ければならない8）。

　第2図で常陸太田市から最も近いアメダス設置

地点である水戸市の月別降水量と比較して夏季，

特に6月の数値が常陸太田市では極端に小さいこ

とがわかる。日本のブドウ産地の代表として山梨

県甲府市の気候データと比較すると，甲府におい

ては1月の平均気温が2．O℃，8月が25．9℃であり，

年較差は23．9℃となっている。年較差については

甲府市の方が常陸太田市よりもユ．9℃高い値を示

した。また，ブドウの色づきに関与する日較差の

月別平均値に注目すると，すべての月で内陸盆地

である甲府市の方が日較差が大きく，特に春・夏

季にその傾向が強く現われ，その差は最大で

3．O℃（5月）となっている。常陸太田市は，気

候的には主要産地との比較においてやや条件が悪

いとも考えられる。
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第2図
　23456789101112（月）
常陸太田市・甲府市・水戸市における気温と降水量の年問変動

　　　（常陸太田市は常陸太田市消防本部資料，甲府市・水戸市

　　　　は『理科年表』（1993）により作成）
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　4）農業的土地基盤の整備

　長尾地区と瑞竜地区の農業基盤は，洪積台地の

畑地と沖積低地の水田から成り立っている。また

洪積台地と沖積低地の間の斜面や，長尾。瑞竜地

区の北部に広がる林地は，かつては薪や落ち葉の

採集のために利用されていた。

　1947年9月のアメリカ軍撮影の空中写真とユ96ユ

年の地理調査所撮影のものを比較すると，水田は

ほとんど変化がなかった。しかし，戦争直後の食

糧難に対処するために緩傾斜地の林地を切り開い

たと考えられる畑地が，1947年には点在していた

のに対して，ユ961年には再び林地にもどったとこ

ろが多い。ただ，長尾地区では林地の一部が果樹

園に転換された。これは，第2次世界大戦後の一

連の改革の一環として全国のおよそ5000の地域に

対して計画された，新農村建設事業によるもので

ある。この事業は農村経済の安定と農民の生活水

準の向上を目指して打ち出され，具体的には農業

の生産基盤を整備するために農地交換や林野転

換，農用林・草地開発整備，適地適産奨励などが

進められた9）。長尾地区ではこの事業を1961年に

導入し，2haの林地を8戸の農家が開墾しブド

ウ畑に転換した。

　畑地に関しては，1960年代以降個人的に耕地区

画の拡大や土壌改良が行われ，さらに1970年代に

なって農道や生活道路の整備と菰幅，舗装が進め

られたが，これらを除くと，全体として大きな変

化はなかった。ところが，1968年頃から長尾地区

において観光果樹園が開始され，これに関わるも

のとして，1973年には果樹団地育成事業，！977年

からユ980年にかけては自然休養村育成事業が導入

された。中でも自然休養村育成事業は，長尾地区

が果樹の観光農業地域として発展する基盤を確立

したものであった】o）。まず1977・78年度に1ユ戸

の農家の共同施工によって，長尾地区北部の7，2ha

の山林が果樹園に転換され，さらに動力防除機3

台や動力草刈機3台，それらの格納庫，5．4ha分

の果樹棚などが導入された。これらの事業費は

7，ユ05千円でその半額が国家補助であった。そし

て1980年には増井町北部に白然休養村管理セン

ターとそれに通ずる連絡道路と関連農道が完成し

た。この連絡道路は主要地方道常陸太田。烏山線

から分岐して長尾地区北部を通るもので，大型バ

スも通行可能であった。連絡遣路沿いに果樹園を

もつ農家が，集客の面で大きな利点を得るように

なった。

　水田の基盤整備は最近までほとんど実施されな

かった。すでに述べたように長尾・瑞竜地区の農

家が所有する水田は，東の里川流域の沖積低地と

長尾谷津，そして西谷津にある。里川流域では

1970年代まで明確な条里制の地割りが存続してい

た。すなわち農道で囲まれた南北それぞれユ10㎜

ほどの正方形の区画が整然と並んでおり，さらに

それが40から70くらいの方形の水田に分割されて

いた。これらの水田は，主として里野宮堰で里川

から取水された用水によって灌概されていた。里

野宮堰は天正年間（1573～92）には創設されてい

たといわれ，藩政期には水戸藩領内でも重要な堰

であった。1947年に里川に設けられた春友，常福

地，茅根，田渡，磯部の5つの堰とともに，里川

堰普通水利組合によって維持管理されるようにな

り，その後土地改良法の施行によりユ951年に里川

堰土地改良区に改組され現在に至っているH）。

　里川流域の水田は，1筆の水田が2～3aと狭

く，それぞれの農家の耕作地が分散していたこと

や，農道や用水路が狭小であるため，機械化に対

応できなかった。そこで，瑞竜地区の水田を含む

約250haを対象に，1972年からユ982年までの1ユ年

をかけて，県営事業として圃場整備事業が実施さ

れ，現在みられるような東西100m，南北30mの

30aを標準とした水田区画に整備され，耕作地の

集団化も進められた。また，別に実施された県営

灌概排水事業によって整備された幹線用水路を基

本にして，パイプライン方式の灌概方法が導入さ

れた12）。

　他方，長尾谷津の全域と西谷津の南部には16．4

haの水田があったが，それが32！筆にも分かれて

いた。1筆が1aに満たないものも多く，耕作地

も錯綜しており，さらに農道も用水路も未整備で

あった。長尾谷津の水田は，周辺の台地からの浸
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出水と五反田溜と新溜という2つの溜池によって

灌概されており，前者は1645年（正保2）に当時

の小野村（瑞竜地区）と増井村が共同で築いたも

のとされるユ3）。溜池からの漏水が著しいことも

あって，これらの水源は必ずしも十分ではなく，

干魅にしばしば悩まされた。その一方，雨が多い

と水田は排水不良の状態になった。そこで，1984

年から1990年にかけて長尾谷津の圃場整備が団体

営事業として実施された。事業主体は87名の土地

所有者（増井町17人，馬場町9人，瑞竜町58人，

その他3人）で組織された長尾谷津圃場整備区で

あった川。水田は30a標準とされたが，地形的制

約もあって10a以下のものもある。区画整理とと

もに，溜池の改修も行われた。長尾谷津の東縁に

幅6mの幹線道路がつくられ，西縁には幹線排水

路が配置された。長尾谷津の最南端に貯水池と揚

水機場が新設され，ここからパイプライン方式で

灌概することになった。ただし五反田溜に近い一

部の水田は，白然流下方式で灌概されている。

　水田の圃場整備事業は，機械化による稲作の省

力化を実現するとともに，単位面積あたりの収量

も増加させた。また，谷津田でも乾田化がすすみ，

一部の水田はブドウ畑に転換された。これらのこ

とは，専業的果樹農業の確立にも，農家の兼業化

の進行にも重要な意味をもった。

　皿一2　現在の土地利用

　ユ996年5月に長尾地区の全域と瑞竜地区の南側

の土地利用調査を行い，1997年5月に瑞竜地区の

北部の土地利用を補充した（添付地図参照）。

　長尾地区はブドウ栽培が卓越する地域であり

（写真2），農業的土地利用としてはブドウ畑が

最も広い面積を占めている（第3図）。その中で

も長尾1班が位置する洪積台地は，農業的土地利

用としてはわずかな家庭菜園と3か所のウメ畑以

外ではブドウが栽培されている。まずこの台地の

土地利用をみると，ブドウ畑は大別して，宅地に

隣接しているもの，台地北部の広葉樹林を開墾し

たもの，水田を転作したものの3種類がある。ま

ず，宅地に隣接するブドウ畑は台地の中心を通る

道路沿いに広がっている。林地を開墾して造成さ

れたブドウ畑はまとまった面積を有し，その中に

農業用軽トラック専用の道が一本走っている。水

田を転作したブドウ畑は長尾谷津に3か所ある。

　ブドウ畑のうちビニールハウスとなっているも

のが4か所確認されたが（写真3），面積的には

写真2 常陸太田市長尾地区のブドウ畑
（1997年5月撮影）

第3図

十

常陸太田市長尾地区。瑞竜地区に

おけるブドウ畑と作付前後地の分

布（1997年）

（現地調査により作成）
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小さい。そのうち3か所のハウスは台地上を南北

に走る主要道路沿いにあり，残りのユつは長尾谷

津の水田を転作した圃場に設けられている。長尾

地区のブドウ畑の大半が緩傾斜地にあるため，水

はけの点では平坦な地形の瑞竜地区より優れてい

る。この台地上に農家が点在しており，それに隣

接して農機具置場等の農業施設がある。またこの

集落の墓地が台地の南端にある。現在林地として

残されている場所は，開墾が困難な急傾斜地であ

る。

　また観光用施設として，駐車場・ブドウ直売所

がある。駐車場は5か所あるが，それらは主に台

地を通る主要道路沿いにある。ブドウ直売所は熊

野神社脇の道路沿いに2店舗確認された。

　谷津川が形成した長尾谷津は，古くから水田と

して利用されており，現在も3か所のブドウ畑を

除いて変化はない。ただ，休耕田となっている圃

場が3か所あった。

　長尾2・3班が主として位置する西側の台地で

はブドウ畑が卓越しているが，家庭菜園の比率が

より高く，さらに茶畑が3か所，小麦畑が2か所

確認された。ブドウ以外の果樹としてウメも栽培

されている。ビニールハウスは2か所あるが，い

ずれも宅地から近距離にある。市営の集合住宅を

含む一般住宅が多く，農家はユ7戸であるが，全世

帯に占める比率は低い。他に資材置場が3か所で

確認された。台地の北部にはこの地域の児童が通

学する誉田小学校があり，その西側には荒れ地が

広がっている。源氏川流域の低地は水田となって

いる。

　長尾1班と2・3班を分ける西谷津には水田も

みられるが，荒れ地となっている部分が多く，一

部がブドウ畑に転用されている。

　一方瑞竜地区であるが，ブドウ畑の占める割合

は低い。作付前後地が目立っており，これは除草

代わりに年問数度耕起するが作物を植えないで放

置されるものがほとんどである（写真雀）。北部

の上町周辺は瑞竜地区の中でもブドウが多い地域

であり，面積的に農地の過半を占めている。瑞竜

町のブドウ畑の大半がここに位置している。瑞竜

地区は平坦な地形であるため，畑地の形状は方形

で大きなものが多く，長尾地区の不整形なものと

異なっている。ビニールハウスとなっているブド

ウ畑も4か所で認められた。長尾地区でみられた

ような，林地が開墾されたり水田から転作された

ブドウ畑はなかった。一方，中町・下町は作付前

後地が特に多い地域である。ブドウ畑も存在する

が，面積的には小さい。小麦の作付面積が最も多

く，大麦がこれに次いでいる。他には陸稲・茶。

豆類・タバコ・ジャガイモなどの栽培が行われて

いる。また，花舟類や鉢物を栽培する農家がユ戸

みられた。

　この地域には台地の南部に中学校，中部に小学

校がある。農家の割合が高いが，全体として農業

写真3　常陸太田市長尾地区における巨峰

　　　　ブドウのビニールハウス

　　　　（ユ997年5月撮影）

写真4　常陸太田市瑞竜地区の不耕作地と

　　　　小麦畑

　　　　（ユ997年5月撮影）
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活動は低調で，農外就業への依存の程度が強いこ

とが，土地利用からも理解できる。長尾地区では

見られなかった店舗が1か所，工場・作業場が数

か所確認された。

　里川沖積低地は，水田になっている。南北を走

る国道349号線沿いに店舗がいくつか存在する。

　以上のように，長尾地区と瑞竜地区では土地利

用において明瞭な相違がある。長尾地区において

は肥沃度があまり高くなく傾斜地でブドウ栽培が

卓越しているのに対し，瑞竜地区では肥沃度が高

く地形的にも平坦な恵まれた農業的土地条件であ

りながら，実質的な不耕作地がかなりの比率を占

め，農業後退の傾向が著しい。

皿　農業と土地利用の変遷

　皿一1　農業の変遷過程

　長尾地区は，「太田巨峰ブドウ」の産地として

首都圏内でも知られている。しかし，その歴史は

わずか35年足らずであり，ブドウ栽培が盛んにな

る以前の長尾地区は，台地では麦類，大豆や小豆，

陸稲，ソバとタバコなどの畑作，そして谷津田で

の水稲作を組み合せる伝統的農業を営む地域で

あった。また，一部ではモモを中心とした果樹栽

培が導入されていた。この長尾地区の農業経営

は，農業活動の変遷（第4図）と農業改良普及所

の普及計画書による農業活動方針の変化（第1表）

から，次に説明する4つの時期に区分される。

　まず1960年頃までの時期を「伝統的農業期」と

した。水稲作と麦類・タバコ・大豆を中心とした

畑作を行う伝統的な土地利用が存続していた時期

である。そして1960年代以降，畑地と林地がブド

ウ畑へと転換され始め，ブドウの作付面積が急激

に増加した。しかし，まだこの時期は，ブドウ栽

培の技術改善が普及活動目標となっており，導入

されたばかりのブドウの栽培技術は未熟であっ

た。この！970年頃までの時期を「ブドウ導入期」

とした。その後は果樹がさらに増え，1975年の農

業センサスでは長尾地区の作物作付面積の第1位

になった。そして普及活動目標には，技術的な項

目が除かれ，経営の安定化や営農者の健康などの

項目が加わった。これは明らかに，ブドウ栽培技

術の基本的な問題点が解決されたことを示してい

る。この1970～80年頃までを「ブドウ発展期」と

した。そして最後は，果樹栽培が極めて重要とな

O

騒稲

［］野菜類

脇果樹

第4図 常陸太田市長尾地区の農業活動の変遷とブドウ出荷形態の推移
（農業センサスと聞き取りにより作成）
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り，栽培面積のほとんどを占めるようになった

1980年以降を「ブドウ安定期」とした。第1表に

示した普及活動目標では，優良産地形成，高品質

生産技術の定着化，直売方式の改善などが掲げら

れ，現在までに培われた栽培技術および産地とし

ての地位を維持し，より販売を促進することが打

ち出されている。この「ブドウ安定期」の初期に

は観光農園が開園され，そこでのブドウ狩りと来

園客への直接販売が出荷の中心を占めるように

なった。さらに1990年以降，電話やFAXで注文

を受けて宅配便で出荷するようになった。そこで，

ブドウ安定期をさらに！990年以前の「観光農園期」

とそれ以降の「宅配出荷期」に細分した。

　以下では，空中写真判読から作成した各年次の

土地利用図と既存の統計資料，そして聞き取り調

査結果をもとに，それぞれの時期における農業経

営の特徴を分析することにしよう。

　皿一2　伝統的農業期（1960年頃まで）

　1961年の土地利用図（第5図）をみると，長尾

地区の農地はほとんどが畑地として利用されてい

た。1960年農業センサスによると，畑作物が作物

収穫面積の69％，経営耕地面積の64％を占めた。

その畑作物の中でも1960年に作付面積が最も大き

かったのが麦類である。麦類は冬作物としてタバ

コや大豆，陸稲，ソバの裏作としてすべての農家

で作付けられていた。

　畑作物はいくつかの異なった輪作体系のもとに

栽培されていた。まずタバコ農家の場合は，2年

5作の輸作を行っており（第6図），これは，常

陸太田市近隣のタバコ農家に共通するものであっ

た15）。まず，大麦が前年11月に播種され，翌年

6月初旬に収穫された。4月中旬にはタバコが宅

地の近くに設けられた苗床に播種され，その後6

月初旬に大麦の収穫後の畑に定植された。タバコ

の収穫は8月初めから8月中旬まで行われ，葉の

乾燥は収穫直後から9月末まで行われた。タバコ

収穫直後の畑にはソバが植えられ，11月初めに収

穫された。ソバは生育期間が短く，やせた土壌の

場所や降水量が不足する場合でも生育するため，

次に麦類を植えるまでの短い間，そしてタバコに

よって多量の栄養分を吸収され疲弊した農地に作

付けするには最適の作物であった。ソバの後2年

目の冬作物として，通常は小麦が植えられた。農

家によっては2年目の冬作物として再び大麦を植

える場合もあったし，また冬作を行わず休閑地と

する農家もあった。小麦は大麦より1か月程収穫

時期が遅れるため，6月末頃に収穫され，普通そ

の跡地には大豆が作付けされた。2年目の夏作物

としてタバコを植えない理由は，連作障害がおき

やすいからである。葉タバコは忌地性の強い作物

で，連作すると品質は向上するが収量は低下し，

また病害を受けやすくなる16）。これを防ぐため

に大豆などのマメ科植物を夏作物として植えて土

第1表 常陸太田市長尾地区における農業普及活動方針の変化

年次

1965年

1969年

1975年

1980年

！982年

！985年

1990年

1993年

普及活動目標

整枝技術が低く，品種の特性が生かされていない。（現状）

勢定技術の改善，防除体制の確立，施肥改善。

主産地の形成，安定生産の定着。

糖度17度以上とする，経営の安定と生産技術の向上，家族の健康を守る。

銘柄産地体制の確立，事故率の減少，健康の維持管理。

栽培技術の改善による品質の向上，販売対策の改善，経営類型の確立，組合活動の充実強化。

ぶどう優良産地の育成（高品質生産技術の導入，樹園地の土壌改良，生産体制の強化）

高品質生産技術の定着化，需要の動向に即した計画生産技術の導入，ぶどう産地を担う中堅青

年農業者の育成，直売方式の改善，農作業労働の適正管理。

各年次ごとに書式が異なっており，普及活動目標は，年次により普及活動課題であったり，現状の欠陥と

なっていたりする。ここでは普及活動目標として統一して記する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（常陸太田地区農業改良普及計画書により作成）

一王23一



壌中の窒素分を増やし，翌年のタバコ栽培に備え

た。したがって，毎年タバコを収穫するためにタ

バコ農家は，いくつかに所有耕地を分割して，同

じ土地でタバコを耕作しないように工夫してい

た。

　この当時，換金作物としてはタバコが最も重要

なものであった。伝統的農業期におけるタバコの

品種は「水府葉」と呼ばれる第！種在来品種が中

心であったが，1960年前後を境にして，第3種在

来種の「だるま葉」へと変わった。「水府葉」か

ら「だるま葉」への切り替えにともなって，乾燥

方法が変化した。「水府葉」は，昔は紙たばこの

「朝日」の原料として使われたこともあったが，

基本的にきざみたばこ用の伸し葉であり，1枚ず

つ伸ばして乾燥される。一方，「だるま葉」はき

ざみたばこ用にも紙たばこ用にも使用され，きざ

みたばこ用として使用される場合は伸し葉として

乾燥し，紙たばことして使用される場合はしぼり

葉としてまとめて乾燥小屋で吊るされて熱乾燥さ

れた（写真5）。ほとんどの「だるま葉」はしぼ

り葉として乾燥された。品種の切替えは，契約栽

培先の日本専売公社（現日本たばこ産業株式会社）

の意向によるものであった。

　一方，タバコ以外の作物を栽培する農家は，ユ

年2作の輪作体系で畑作を行っていた。夏作に陸

稲を選んだ場合，4月末に播種するため，冬作物

として収穫時期が早い大麦が選択される場合が多

かったが，大豆やソバを夏作物に選んだ場合は，

その跡地に大麦も小麦も栽培可能であった。

　稲作に関しては上述した陸稲のほかに，谷津田

で水稲作が行われていた。長尾地区で稲作を営ん

でいた農民のほとんどは，地区内の西谷津もしく

は長尾谷津で水稲作を営んでいたが，申には里川

沖積低地に水田を持つ農家も少ないが存在した。

　長尾地区の果樹面積はユ960年農業センサスによ

るとO．7haであった。聞き取りによると当該地区

にブドウが導入されたのが196ユ年であったので，

このO．7haのほとんどはモモであったと考えられ

る。モモの栽培が始まったのがユ950年前後である

が，1961年の土地利用図によると（第5図），そ

の栽培は長尾地区北部のみに限られていた。長尾

地区ではこの当時，北部で農地整備が行われてお

り，そこにモモが植えられた。このモモは常陸太

田地区農業改良普及所によって特産物を創り出す

目的で導入されたものであった。モモは一般に温

暖で降水量が少ない地域で栽培改良されてきた果

樹であり，日本で栽培されている品種は，多湿の

条件にも耐えられる特性を持っているが，それで

も，生育期間中に降水量が多いと結実不良，病気

などが多くなる17）。常陸太田地区は，結果期の

5～6月に降雨が多く結実が不安定となり，加え

て収獲前の9月にも降雨が多く，日照不足による

果実への糖分の蓄積を低下させる障害が起こり，

結局はモモの商業的栽培をあきらめざる得なかっ

た（第2図）。そこで，モモに代わって導入され

たのがブドウであった。

　狐一3　ブドウ栽培導入期（1960～70年）

　長尾地区においてブドウの試作が始まったのが

1959年であり，1961年に長尾4Hクラブのメン

バー7人で共同栽培が始まった18）。巨峰の育種

が成功したのは1936年であるが，1950年に入りよ

うやく試作されたといわれる19）。したがって，

長尾地区における巨峰の導入は全国的にも早かっ

た。

　1961年当時のブドウ栽培面積はおよそ3haで，

品種は巨峰を主として，そのほかにキャンベル，

ナイヤガラ，スーパーハンブルグ，ポートランド，

ベリエなどが栽培された。巨1峰が導入されたの

は，他県で巨峰栽培の試作に成功しており，また

他品種に比べて高価格で出荷できるという単純な

理由からであった。しかし，栽培者も常陸太田地

区農業改良普及所も，新品種の巨峰ブドウ栽培に

関する情報はほとんど持っていなかった。そのた

め巨峰は，ネムリ病（萎縮病）や黒痘病，そして

無核果などの病気20）の被害を次々とうけた。

　長尾地区の巨峰ブドウの初出荷は，本格的な生

産を始めて4年目にあたる1965年であり，それは

水戸市場への直接出荷であった。巨峰の出荷量

は，全ブドウ出荷量の2－3割にすぎず，そのほ
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常陸太田市　長尾1瑞竜地区
　　士地利用図（禍餉）

奏
．
’
、
鰯
、
輝
、

、
N
、
一

・
、
一
．
D
　
・
．
　
　
　
　
　
’
・
N
一
－
1

－
．
－
．
N
・
、
・
、

甘邊一

D
一
一
．

．
一
．
－
．
｛

　　坦　ヨ
昌

二三

、
妻
1

三
一
。
、

三］三

二
・

二二
三

．
　
一
一

角貞
塙昂岳

一
．
一
－
三
二
三
一

』
．
　
1
二
三
■
一

二
、
、
皿
皿
．
貞
鮒
㌧
㌧
㌧

宿
い

心

　
　
　
二
一
、
．
…

塩
晶
　
　
　
　
三
　
■

　
三
一

一
一
一

　
　
一
一
・

　
．
三
．
一
」

二一一

〇
一
、
一
　
　
　
　
　
　
D

　
　
　
へ
．
’

　
　
．
バ
　
　
ペ
　
　
■
　
一
一

．
い
・
．
埋
、
－
昆
・
、
、
一
・
∵
　
　
、
．
肛
、

」
．
一
一

一
、
一

鰹地
日水稲
田陵稲
畷果樹
鰯タパコ

嚢その他の畑

固象庭鯛

その他

麗家屡
鰯轍・神社

口林地
口繊・軸・勤
騒麟施設

⊥rr遵路
宙岨水　路

．
、
、
。
；
担
1

、
一
．
・
一
N
饅
　
一

，
二

二
」 ＿＿＿＿し＿もと＿＿り＿λ二

したものである。

使用空中写褒：KT61－1C－5－5（1961．7，26撮影）

製図老1筥坂爾人

”w■　断
言圏奮地域泣蟹図

一
磁
鰍
幾

第5図 常陸太田市長尾・瑞竜地区の土地利用（1961年）

↑
畠



大麦

タバコ

ソバ

小麦

大豆

1年目
1　2　　3　　4　　　　6　　7 89－！011王＝12

　　　　　　　　　1収穫

　　　　　播種　定植≡収穫；乾燥
凹’…’凹一’’一’…’一　　　　　　　一凹↓’’　　＿一　’…　■一

播種 1；収穫

2年目

1－23456789一正01！12
播種A
　　．1

…一■■一1

　　　　　　　　l1

播種冊　　　収穫1
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かは技術的にやさしい小粒ブドウであった。しか

し，当時巨峰はその希少価値のため，市場でも人

気が高く，水戸市場への直接出荷は，その後2～

3年間続いた。そして，！960年代終わりになると，

ある程度の出荷量が確保できるようになったこと

から，数戸のブドウ農家が農業協同組合を通して

出荷するようになった。巨峰は市場価格も依然と

して高く21），常陸太田市場をはじめ，日立市場

や水戸市場などへ出荷されていた。

　皿一4　ブドウ栽培発展期（1970～80年）

　1970年代後半にようやく安定した巨峰の生産と

出荷が実現し，その頃から栽培面積と栽培農家数

は急激に増加した。1961年とユ975年の土地利用図

を比較すると（第5図，第7図），ブドウ栽培が

始められた土地は，196！年には林地や，モモ園，

そして普通畑といった場所であった。特に西谷津

と長尾谷津に挟まれた長尾地区の台地の斜面は傾

斜が大きいため，農業的土地利用が困難で林地と

して残されていた。このうち比較的傾斜の緩い西

側の斜面が，ブドウ畑として利用されるように

なった。さらに長尾谷津の一部も米の生産調整政

策もあってブドウ畑に転換され始めた。

　巨峰導入時，栽培農家は技術的に安定したブド

ウ栽培を実現することが最大の課題であり，出荷

先も市場への直接出荷および系統出荷が主体で

あった。しかし，栽培技術が安定するようになる

写真5　常陸太田市馬場地区におけるタバ

　　　　コの乾燥小屋

　　　　（1997年5月撮影）

と，今度はより多くの収益をあげることに強い関

心が向けられるようになった。それを実現する方

策の1つとして考えられたのが，中間マージンを

必要とされない観光農園の開設であった。長尾地

区における観光農園は巨峰の栽培が安定するユ975

年頃に始まり，その宣伝は常陸太田ぶどう組合（現

在常陸太田北部農業協同組合ぶどう部会）が行っ

た。組合では宣伝カーを仕立て，茨城県内で街頭

宣伝やパンフレットの配布などを行い，また観光

農園が始まる時期にはセスナ機を使用して空から

も宣伝を行った。その結果，ユ970年代末には長尾

地区のブドウ栽培農家では，観光農園による販売

額（ブドウ狩りと来園者への直売）が系統出荷に

よる売り上げ額を上回るようになった。
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　1970年から1975年にかけて，長尾地区では一時

的にタバコ栽培面積はわずかに増加したが，結局

1980年になるとタバコは全く作付けられなくなっ

た。紙巻たばこがタバコの主流となり，きざみた

ばこの原料である在来種の需要が低下してきたこ

と，加えて重労働であることがタバコ栽培中止の

原因であった。「水府葉」や「だるま葉」などの

在来種は，現在では紙巻たばこの補助材料として

も使われているが，本来はきざみタバコ用で，紙

巻たばこの主原料は黄色種である。在来種と黄色

種は栽培に適した土壌が異なり，また乾燥工程も

異なるため，在来種から黄色種への品種の切り替

えは難しかった22）。

　1960年の伝統的農業期から1980年のブドウ発展

期にかけては，ブドウ栽培面積が増加する反面，

長尾地区全体の耕地面積は，1960年の29．9haか

ら，1980年には19．4haへと減少した。1961年から

1975年までの耕地面積の減少は，長尾地区南部の

太田市街地に接する畑地が宅地へ転換されたこ

と，あるいは長尾地区西部において，不耕作地が

増加していることに起因している。この不耕作地

には，観光農業の発達に伴う駐車場の設置によっ

て生じるものも含まれている。この当時の土地利

用変化では，宅地の増加が顕著である。特・に196ユ

年に市営増井団地とその付近に5～6戸の住宅し

か立地していなかった西谷津の西側台地は，距離

的に太田市街地中心部まで約ユ．5Kmと近いことも

あり，多くの宅地が造成された（第7図）。

　皿一5　ブドウ栽培安定期（1980年以降）

　ヱ980年以降，ブドウ栽培面積は微増にとどまっ

たが，収入面でより安定した果樹農業経営の時期

に入った。それは，観光農園でのブドウ狩りおよ

び直売，そして宅配便による出荷の増加に象徴さ

れる。

　ブドウ安定期以降の長尾地区の農業経営は，果

樹栽培と稲作を組み合わせるものとなった。1975

年とユ997年の土地利用を比較すると（第7図，添

付地図），1975年までは林地であった長尾地区北

部が，大規模に開墾されブドウ畑となっており，

またモモもしくはモモとブドウが混在した果樹

園，家庭菜園以外の畑地，そして谷津田の一部が

ブドウ畑へと変化した。

　水田とブドウ畑の両方を所有する農家は，農業

経営の比重をより果樹に置くようになっている。

その結果，ブドウ栽培を行う農家は，一般に常陸

太田市の稲作農家が栽培しているコシヒカリの代

わりに，10月中旬に収穫する日本晴を植えるよう

になった。これは，コシヒカリより作りやすいこ

とに加えて，収穫期が9月のブドウの収穫期と重

ならないためである。

　1）観光農園期（1980年代）

　1970年代後半からの宣伝によって「太田巨峰ブ

ドウ」の知名度が上がり，固定客が来園するよう

になった。ブドウ園の位置によっても差があるが，

主要道路に面して駐車場を有するぶどう園では，

休日の来客数が約1，OOO人程にもなった。

　これまで長尾地区においては，巨峰の露地栽培

を中心に栽培していた。ところが，観光農園が盛

んになりだした1980年頃から，巨1峰のハウス栽培

に加えて試験的に欧州系のハウス栽培を行う農家

が出てきた。各農家によって栽培する品種は異な

るが，すでに一般的になった巨峰に興味を示さな

くなった来園客に対しては，希少価値のある欧州

系品種は人気がある。しかし，栽培技術が高度な

欧州系品種が巨峰に取って代わり，常陸太田の特

産となることは現時点では考えられない。

　2）宅配出荷期（1990年以降）

　当該地区におけるブドウの宅配サービスの導入

は，1977年から始まった。運輸会社から長尾巨峰

種生産組合へ提案された宅配サービスは，折から

の「宅配便」の普及もあり，各ブドウ栽培農家に

よって積極的に導入された。固定客はブドウ狩り

もしくは直売でブドウを購入するほか，贈答用や

季節の便りとして知人ヘブドウを送るようになっ

た。また，来園せずになじみの農園へFAXなど

で注文する客もでてきた。その結果，現在では来

園客からの直接依頼に加えて，非来園客からの

FAX注文が加わり，宅配サービスによるブドウ

の直売形態が主流を占めるようになった。
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常陸太田市　長尾1瑞竜地区
　　士地利用図（鴻75）
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第7図 常陸太田市長尾・瑞竜地区の土地利用（王975年）



　観光農園での直売と宅配サービスによる出荷の

増加は，結果的に系統出荷の量を減少させること

になった。聞き取りによる長尾地区のブドウ栽培

農家の出荷形態は，平均的な場合で9割が来園客

への直売と宅配サービスによるもので，残りの1

割が系統出荷によるものである。最近はブドウ狩

りのための来園者数は横ばい状態であり，むしろ

来園せずにFAXで注文をする客が増えているこ

とから，宅配サービスによるブドウ出荷の比率は

今後さらに増えることが予想される。

　皿一6　土地利用変化

　！96！年の時点では（第8－a図），急斜面は林地，

平坦部は畑地，谷津には水田という伝統的な土地

利用がなされていた。例外として，長尾谷津内お

よびその西向き斜面で畑作が行われており，利用

可能な土地は全て畑作に使用されるほど，瑞竜地

区では畑作が盛んであった。

　1975年になると（第8－b図），長尾地区の西の

台地平坦部には一般住宅が建設された。また普通

畑作に代わってブドウとモモが栽培されるように

なった。また，平坦部以外に緩やかな斜面でも，

畑作からブドウとモモなどの果樹栽培への転換が

みられ，それが著しくみられたのが西谷津の西向

き斜面であった。そこでは林地が伐採されブドウ

畑に転換された。そして，長尾谷津の一部でも水

田からブドウ畑への転換がみられるようになっ

た。一般的にブドウ栽培には，土壌の質にもよる

が，水はけの良い傾斜地が適しているとされる。

耕作のためにはユ5度前後の傾斜が隈界であり，そ
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れ以上になると階段状にしなければならない23）。

したがって地形的には，西谷津の東西の洪積台地

斜面は，ブドウ栽培ならば可能な地形といえる。

その一方，長尾地区と瑞竜地区にまたがる長尾谷

津の斜面は急峻すぎるために，ブドウ栽培に適さ

なかった。また，196ユ年時点で畑地となっていた

瑞竜地区の長尾谷津西向き斜面は，耕作放棄され

たことにより林地へと変わった。長尾地区および

瑞竜地区では，畑の耕作面積が年々減っている。

　1997年になると（第8－c図），大型の田植機や

コンバインなどが入ることができない谷津の水田

は休耕田となった。したがって西谷津の多くの水

田は休耕され，雑木林となってしまった。また長

尾谷津でも水田を放棄した農地が目立つようにな

り，1961年時点では水田しかみられなかった長尾

谷津の土地利用は，水田，ブドウ畑，休耕田など

の土地利用に変化し，耕作条件の悪い水田から

徐々に他の土地利用へと転換されている。瑞竜地

区でも長尾谷津の西向き斜面から平坦部へかけて

の畑地では，放棄された耕地が目立つようになり，

その多くが雑木林へと変わってしまった。一方，

ブドウ栽培面積は1975年よりも増加し，西谷津の

斜面で栽培可能な傾斜の斜面は，ほとんどがブド

ウ畑へと変化した。

v　農業経営の構造

　V－1　農業生産の概要

　1995年における長尾地区の総農家は23戸であ

り，そのうち6戸が専業農家，9戸が第1種兼業

農家，8戸が第2種兼業農家である（第2表）。

専業農家と第1種兼業農家をあわせると全農家の

65．2％を占めており，農業を主とする経営が卓越

している。これに対して瑞竜地区では，108戸の

総農家のうち専業農家はヱ7戸（15．7％），第1種

第2表　常陸太田市長尾地区・瑞竜地区における農家数および経営耕地面積の

　　　　推移（五970－1995年）
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兼業農家は6戸（5．5％），第2種兼業農家は85戸

（78．7％）となっている。

　1970年から1995年にかけての推移をみると，農

家数については，長尾地区ではほとんど変化がみ

られず，瑞竜地区でも若干の減少はみられるもの

の，大きな変化はなかった。しかし，専。兼業農

家の比率をみると，長尾地区においては，専業農

家の減少と第ユ種兼業農家の増加が，瑞竜地区に

おいては第ユ種兼業農家の減少にともなう第2種

兼業農家の占める比率の上昇がみられる。

　1995年における長尾地区の総経営耕地面積は23．ユ

haで，このうち田は6ha，畑は2．3ha，樹園地は14．8

haである。樹園地のほぼすべてがブドウ畑であ

る。瑞竜地区では，総経営耕地面積が73ha，その

うち田は43．3ha，畑は17．2ha，果樹園10．3haであ

る。ここでは，田の割合が高く，農業経営の中心

が水稲栽培にある。

　また長尾地区においては，！975年以降，総耕地

面積が増加する傾向にある。これは果樹園面積の

増加を反映したものである。これに対して田およ

び畑は減少傾向にあり，特に普通畑の減少が顕著

である。瑞竜地区では，総耕地面積は減少してお

り，特に普通畑の急激な減少と不作付地の増加が

特徴的である。長尾地区では，田の33a，畑の54a

は不作付地であり，田の不作付率が5．5％である

のに対して，畑の不作付率は24％と大きくなって

いる。稲作作業の大部分を農業協同組合へ委託し

ている農家が多く，それによって多忙なブドウ栽

培を行いながらの水稲作が可能になっている。ま

た，白家用であるため，田の不作付率は低くなっ

ている。一方，畑では，自家用の作物のみが栽培

されており，稲作のように省力化が進んでいない

こともあって，不作付率が高くなっている。

　1995年の長尾地区における農業就業者は49人

で，このうち男性は23人，女性は26人である。年

齢をみると，16歳から64歳までの農業就業者は35

人（71．4％），65歳以上の農業就業者は14人

（28．6％）である。瑞竜地区では，農業就業者は

149人で，このうち男性は56人（37．6％），女性は

93人（62．仰）である。年齢別にみると，！6歳か

ら64歳の農業就業者は66人（44．3％），65歳以上の

農業就業者は83人（55．7％）である。

　農業就業者の男女比をみると，長尾地区では男

女比がほぼ同じであるのに対して，瑞竜地区では

女性の比率が高くなっている。また，農業就業者

の年齢をみると，長尾地区では65歳未満の就業者

が全体の7割以上を占めているのに対して，瑞竜

地区では，65歳以上の農業就業者が半数以上を占

めている。瑞竜地区においては，労働力の中心で

ある男性や若い世代が農外就業に従事し，結果的

に農業就業者は女性と65歳以上の高齢者が中心と

なったためである。

　瑞竜地区では農業就業者の男女比は，1970年か

ら一貫して女性の方が高い。長尾地区においては

1970年までは女性の比率の方が高く，その後男女

比が均衡するようになったが，これはブドウ栽培

の開始にともなう男性の農業従事者が増加したこ

とに起因している。65歳以上の農業就業人口は，

長尾地区でも1970年以来徐々に増加してはいる

が，瑞竜地区ほどその傾向は著しくない。

　農業就業者に占める基幹的農業専従者の割合

は，長尾地区では91．8％，瑞竜地区では4419％で

ある。これは長尾地区の農家就業人口の大部分が，

農業経営の中心的役割を担っていることを意味す

る。また，瑞竜地区においては，農業に中心的専

従者としてかかわっている人々が，農家就業人口

の半数に満たないことを表わしている。

　V－2　主要農産物の生産技術

　1）年聞栽堵暦

　長尾地区におけるブドウ栽培面積の大部分を占

めているのが露地栽培による巨峰であり，その面

積はユ996年茨城県農業基本調査によれば16．4haで

ある。無加温ビニールハウス栽培による巨峰およ

び欧州系品種24！の栽培面積は1．9haである。その

栽培面積のほとんどが巨峰であり，欧州系品種は

実験的に若干栽培されている程度にすぎず，また，

すべての農家で栽培される訳ではない。長尾地区

のブドウ栽培農家の多くは，ブドウ栽培と水稲栽

培を組み合わせている。

一ユ33一



　ここでは主要作物であるブドウと水稲の作業暦

を，長尾地区の専業農家における聞き取りにより

作成した第9図に基づいて説明することにしよ
う。

　a。露地栽培巨峰

　施肥　収穫終了後10月上旬から下旬にかけて，

それまでに失われた養分を補給する目的で「礼肥」

が施される。投入されるのは即効性の窒素肥料で

ある。普通はこの時期に元肥が施されるが，長尾

地区の巨峰栽培では元肥を毎年施すことは少な

い。その代りに，開花後，5月下旬から6月上旬

にかけて追肥が与えられる。元肥を施さない理由

は，巨峰は樹勢が強く，開花前に養分を多量に与

えてしまうと，樹勢が強まり新梢の伸び過ぎや果

実への養分供給の妨げとなりうるからである。

　勇定　12月下旬から2月下旬にかけて勢定が行

われる。ここで言う勢定とは整枝勢定を意味する。

ブドウの果実はその年に発芽した芽（これを結果

母枝とよぶ）に結実するが，そのままでは枝の数

が多すぎるため尊定によってその数を調整する。

栽培上の目安は「一葉一粒」であり，ブドウー

粒に葉一枚の割合，具体的には1㎡にブドウを

約5房，1a当りに450から500房を結実するよ

うに調整する。枝を残し過ぎると結実しない部

分が増える「花ながれ」をおこす。

　メリット塗布　勢定作業と並行して，1月中

旬から2月上旬にかけてメリット（液肥）が塗

布される。メリットとは窒素。リン酸・カリを

含んだ液肥である。作業はすべての木に対して

行われるわけではなく，結実状態の悪い木や，

特に糖度。着色などに優れた果実を結果する，

大切に扱っている木に対して行われる。メリッ

トは芽に塗布することで発芽を促進する効果が

あるが，2月初旬までに塗布しなければ効果が

薄れてしまう。また，勢定後に塗布しなければ

メリットが無駄になる。時間的制約もあって一

部のブドウ畑においてこの作業が行われ，そこ

では優先的に勢定される。

　芽きず　3月中旬から4月上旬にかけて

「芽きず」がつけられる。この作業もすべて

の枝に対して行われることはなく，一本の母枝に

芽が4～5個以上ある長い枝に限られる。巨峰は

枝の先端が伸びやすい性質を持っているため，特

に長く，多くの芽をつける母枝において先端部分

の芽ばかりが成長し，枝の根本部分の芽の発育が

不良となる。これを抑えて枝の芽が均一に成長す

るように根元の芽の先端にハサミで入れる傷が芽

きずである25〕。

　枝しばり　3月申旬から4月上旬に「枝しばり」

が行われる（写真6）。これは芽がのびてきたと

きに互いにぶつかりあわないように，問隔を調整

する作業である。ビニー一ル製のテープをテープ

ナー（テープカッター）と呼ばれる専用の道具で

輸状にして，枝を棚の上を通る針金に固定する。

すべての枝についてこの作業が，手仕事で進めら

れる。

　新梢誘引　5月上旬から6月下旬にかけて行わ

れるのが「新梢誘引（しんしょうゆういん）」で

ある。長尾地区では一般に「誘引」と呼ばれてい

る。枝を棚の上を通る針金に固定することで，太

　　　　　　　　　　　、姦鉦箏．、泌

写真6　常陸太田市長尾地区における枝

　　　　しばり作業

　　　　（！997年5月撮影）
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第9図 常陸太田市長尾地区におけるブドウ栽培農家の作業暦
（聞き取りにより作成）
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陽光線がすべての葉にまんべんなく当たるように

調整する。枝しばりと同様にビニール製のテープ

とテープナーを使用する。この作業は芽かきや摘

房と並行して進められるので，特に作業期問が長

くなる。

　芽か養　5月下旬から6月上旬にかけての作業

が「芽かき」である。これは「花切り」や「花つ

め」とも呼ばれる。これは販売・摘粒についで労

働投入量が大きな作業で，家族労働を主体として，

開花直前に行われる。巨峰では一房についた花を

すべてそのまま開花させ，受粉させると芽（花）

の数が多すぎて着果しないため，芽をある程度落

として調整する必要がある。芽かきは，道具を用

いずに一本一本素手で不要な花をこすり落として

ゆく。

　摘房　芽かきに続いて6月下旬から7月上旬に

かけて「摘房」が行われる。この作業は悪い房や

余分な房をハサミで切り落として，一本の木に適

当な数（適性着果）の房をつけさせるよう調節す

る作業である。

　摘粒　7月中旬から下旬の「摘粒」は，販売に

次いで労働投入量が大きい作業で，家族労働力を

主体に行われる。この作業では一房あたりの粒数

をそろえ，房からとび出すようについている粒や

他の粒の中に入り込んでいる粒を取り除き，房の

形や着色，粒の肥大状態が良くなるようにする。

ハサミを用いて一房ずつ行われる。現在では観光

農園や直売所にやってくる客に，ボリューム感を

アピールするために，以前よりも，一房あたりの

粒数を増やしている。しかし，粒数を増やしすぎ

ると着色不良（赤熟れ）を起こすため調整が難し

い。一房あたりユ5段，30粒の円筒形とするのが当

地区における一般的な目標房型である。

　袋かけ　収穫前の7月下旬から8月上旬にかけ

て，ブドウに直接手を触れる最後の作業が「袋か

け」である。果実保護のために紙製の袋をかける

作業である。この作業は摘粒後，着色がはじまっ

てから行われる。袋内の温度が上昇した場合，「日

やけ」という皮の損傷がおこることを防ぐためで

ある。

　収穫1販売　9月ユ日から開始され，約ユか月

間で全栽培面積のおよそ80％を販売してしまう。

常陸太田北部農業協同組合ぶどう部会では，露地

栽培に関しては収穫・販売に解禁日を設定してい

る。これは未熟なブドウを販売し，産地全体のイ

メージ低下を招くようなことがないようにとの考

慮から設けられた。最近では9月1日が解禁日（開

園日）となっている。この直前には開園行事とし

てジャズコンサートが開催される。販売はブドウ

栽培でもっとも労働投入量の大きな作業であり，

9月上旬がそのピークとなっている。他の作業が

ほとんど家族労働でまかなわれているのに対し

て，露地栽培の巨峰の販売のために，親類や知人

を一時的に雇用する。

　b劃ハウス栽培の巨峰と欧州系晶種

　長尾地区では無加温ハウスと雨除け（屋根のみ

ビニール被覆する）ハウスの2種類の栽培がある。

加温設備を備えたハウスも存在するが，加温設備

は4月から5月上旬にかけての晩霜対策に用いら

れるだけであり，実質的には無加温ハウス栽培と

大きな違いはない。加温設備のないハウスでは，

ハウス内にいくつもの石油ストーブを設置して晩

霜に備えている。雨除けハウスの面積はごくわず

かである。

　ハウス栽培は，主に労働の分散と生産の安定を

目的に行われており，早期出荷による高い市場価

格を期待したものではない。長尾地区において，

ハウス栽培の目峰が収穫されるのは例年8月の中

旬から下旬にかけてである。この時期にはすでに

他地域のハウス栽培品が市場へ出回っており，市

場価格は高くはない。ハウス栽培巨峰は例年8月

7日からユ3日にかけて常陸太田北部農業協同組合

を通じて出荷され，現在では水戸中央市場へのみ

出荷されている。ユ996年に北部農業協同組合を通

じて出荷された巨峰は出荷重量で7，75ヱkg，販売

金額657．7万円であった。うち出荷量の64．8％（5，023

kg），売上の70．7％（464．8万円）をハウス栽培巨

峰が占めた。

　雨除けハウスは，若干収穫が早まる以外に露地

栽培のものとそれほど大きな差異はない。しかし
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雨を防ぐことによって病虫害を減らし，雨によっ

て農薬が流れ落ちることもないため防除の回数は

露地栽培より少なくなる。また，降雨時にも雨に

当たらずに作業を行うことが可能であるため，作

業の分散と効率化において有効である。

　欧州系品種は巨峰に代わる新しいブドウとし

て，特に若い後継者によって積極的に研究・導入

が試みられている。品種としては，安芸クイーン，

イチキマール，青竜（セイリュウ），赤嶺（セキ

レイ），ニュウナイ，ハニー。レッド，ピオーネ，

ホンニュウナイ，ハイベリー，バラディー，マス

カット・ビオレ，ロザキ，ロザリオ・ビアンコ，

ロザリオ。ロッソなどがハウス内で栽培されてい

る。いずれも栽培面積は小さいが，人気は高く，

単価が露地栽培巨峰の2倍であるにもかかわら

ず，欧州系品種のみを購入する客も増えている。

しかしながら，欧州系品種は雨にあたると裂果し

やすく病虫害にも弱い。また成育も遅いため，ハ

ウス内で栽培する必要があり，栽培も難しい。品

種によっては複数回のジベレリン処理が必要なも

のもあり，巨峰のようにある程度まとまった面積

で栽培することは難しく，栽培面積を拡大するこ

と自体が困難である。

　栽培開始当時は高級希少品種として扱われてい

た巨峰も，栽培技術の確立以降全国的に栽培が拡

大し，現在では一般的なブドウとなった。こうし

た状況のもとで，長尾地区でもこれに代わる新品

種を模索する動きがみられるが，巨峰に代わる主

力品種はまだみつかっていない。農家によっては

選抜系巨峰26）を導入したり，巨峰にジベレリン

処理を施して無核化（種無しに）するなど，欧州

系品種の導入のみならず，新たな試みは様々な形

で行われている。

　栽培方法と成育の速度は欧州系各品種ごとに若

干の差異があるが，基本的に巨峰よりも成育は遅

い。ハウス栽培巨峰と同時期に収穫されるのは青

竜やニュウナイなどで，多くの品種はハウス栽培

にもかかわらず，露地栽培巨峰と収穫期が重なる。

　c，水稲

　長尾地区のブドウ栽培農家は，ブドウ栽培と水

稲作を組み合わせている。すでに述べたように，

ブドウの収穫期と重ならないように，日本晴やキ

ヌヒカリといった晩生種が栽培されている。ブド

ウ栽培面積の小さい農家ではコシヒカリを栽培す

ることもある。水稲は基本的に自家消費が多い。

　専業・兼業にかかわらず，長尾地区の農家の約

半数にあたるユ！戸では，ほぼすべての稲作作業を

委託している。委託先はほとんどが農業協同組合

である。農業従事者が多く，水稲作用農業機械を

多く所有している農家でのみ，水稲作を自ら行う

ことが可能である。

　それでも，田植え後の防除と，7月に行われる

追肥，刈り取りまで水の管理については各農家が

作業を行う。

　長尾地区においては，作業委託が可能であるこ

と，省力化が可能であることなどが，水稲作とブ

ドウ栽培との両立を可能にしている。家族労働力

を中心とし，一時期に労働投入が集中し，さらに

自然の影響を受けやすく必ずしも生産が安定して

いるとは言えない果樹栽培農業経営において，最

低限の主食の確保という意味で，水稲作は重要な

意味をもっている。

　2）投下労働量

　ここでは長尾地区のあるブドウ栽培農家がユ996

年に投下労働力を記した資料をもとに，ブドウ栽

培に関連する主な農作業への投下労働力の実態を

明らかにする（第10図）。この農家の経営耕地面

積は，露地ブドウ栽培面積が160a，無加温ビニー

ルハウス35a，水田は35aである。農業従事者は

世帯主夫婦と長男夫婦の4人で，世帯主と長男が

基幹的労働力となっている。農業機械は，耕転機，

トラクター，バインダー，ハーベスター，動力脱

穀機，スピードスプレヤー（写真7），パワ㎞ショ

ベル，トレンチャー，軽トラック，屋根のない圃

場用軽トラック（写真8）などを所有する。

　ブドウ栽培において特に重要な作業として，す

でに述べられたように，勢定，新梢誘引，芽かき，

摘房，摘粒，袋かけ，収穫，販売等があげられる。

　勢定は収穫終了後，ハウス栽培の巨峰では12月

の申。下旬から始められ，ユ月上旬からは露地栽
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　第ユ0図　常陸太田市長尾地区A農家における作業別年間労働投下量（1996年）

　　　　　　（聞き取りにより作成）

写真7　防除作業用のスピードスプレヤー

　　　　（1997年5月撮影）

培の巨峰とハウス栽培の欧州系品種でも作業が始

まる。休眠期ということもあり，作業白体は時問

的余裕をもって行われる。特に投下労働力の集申

する時期もなく，作業は2月中旬まで断続的に行

われ，以降，徐々に投下労働力は減少し，3月に

入ると終了する。作業従事者は世帯主と長男が中

心となり，特に長男の従事時間は大きく，約440

時間のうち300時間以上にのぼる。この農家では

現在世代交代の過程にあり，ある程度の技術力が

要求され，労働力を短期問のうちに多く必要とし

ない作業については，長男が中心となって行って

いる。世帯主が年間を通して主に作業を行ってい

るのは，自分が管理を担当している特定の圃場で

ある。

　メリット塗布および芽きずつけは，投下労働力

写真8　ブドウ畑専用の屋根なしトラック
　　　　（！997年5月撮影）

もそれぞれ約35時間と少なく，作業はほぼ長男の

みによって行われている。メリット塗布について

は，時期が限定されるため，2月上旬後半から申

旬後半の約2週間に作業は集中する。一方，芽き

ずつけは樹の成育状況にあわせて行われ，3月中

旬後半から4月上旬にかけて断続的に行われる。

　枝しばりと新梢誘引は作業別投下労働時間を示

したグラフにおいてはまとめて集計した（第10

図）。期間的には3月中旬から7月上旬まで長期

間にわたって断続的に行われ，極端な時期的集中

はないが，そのピークは特に新梢の伸びが著しい

3月下旬後半から4月下旬にかけてである。勢定

ほど時聞的余裕がないため，世帯主と長男が分担

して同時に作業を行い，そのため世帯主と長男の

作業従事時間にはそれほど差がない。作業も樹の
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成育状況にあわせて行われるため，同じ圃場内で

2人で行う場合もある。

　芽かきもまた，樹の生育状況にあわせて行われ

る作業であり，開花の1週間前から直前にかけて

開始される。芽かきは短期間に多くの労働力を要

する作業である。作業には世帯主，長男に加えて

妻，長男の妻を中心に会社員である次男や臨時の

雇用者も従事している。投下労働力のピークは6

月上旬になり，露地栽培の巨峰の芽かきとハウス

栽培巨峰の摘房。摘粒が重なり，ブドウ栽培にお

いては販売期に次ぐ農繁期をむかえる。

　摘房はそれほど大きな労働力を必要としない

が，同時期に短期間に大きな労働力を要する芽か

きや摘粒が重なるため，この作業もまた世帯主，

妻，長男，長男の妻の全農業従事者の4人によっ

て行われる。

　摘粒は時間がかかる作業である。ハウス栽培巨

峰と欧州系品種の摘粒から露地栽培巨峰の摘粒ま

ではユO日間ほどのひらきがあるが，この間には露

地栽培巨峰の摘房とハウス栽培巨峰および欧州系

品種の袋かけが重なり，かろうじてこれらの作業

との集中を免れている。作業は世帯主，妻，長男

を中心に行われており，臨時雇用者や長男の妻も

従事している。作業は8月上旬に極端に集中して

おり，この時期にはハウス栽培巨峰とハウス栽培

欧州系品種の収穫・販売も始まっているため，世

帯主，妻，長男，長男の妻に加えて，臨時雇用者

の作業従事時間も長くなっている。

　収穫は熟した果実を見極める必要があるため，

専門的な知識を持ち，長年の経験を有する世帯主

が中心的役割を果たす。長男もこの作業に従事し

てはいるが，作業従事時間は世帯主の10分の1程

度である。これは世帯主が接客に携わることを希

望せず，世帯主以外の家族が販売に従事している

間にこの作業を行っているため，極端な作業従事

時間の集申を引き起こしたものである。

　販売はブドウ栽培において最大の投下労働力が

必要な作業である。妻，長男，長男の妻が中心と

なり，次男および世帯主の母もわずかながら作業

に従事している。この農家では親戚や知人7名を

臨時に雇用している。これは労働力の絶対的な不

足に加えて，販売では特別な専門技術や経験を必

要としないためである。投下労働力のピークは9

月上旬の約2週間で，この時期は特に重複する作

業はない。

　防除はすべて長男が担当している。スピードス

プレヤーを使用し，防護服を着用しなければなら

ないため，体力上の問題から長男が担当すること

になる。芽かき，摘房，摘粒において長男の作業

従事時間が他の家族より少ないのは，この間に行

われる防除に従事しているためである。

　長尾地区におけるブドウ栽培は，家族労働力を

基盤としている。とりわけこの農家のように大規

模栽培を行う場合，後継者の存在は不可欠であり，

親子2世代のブドウ栽培への従事が必要条件であ

る。また，ブドウ栽培においては，特に作業の競

合する芽かきから袋かけまでの作業を行う農繁期

に，農業専従者以外の労働力を投入することが可

能な単純作業があり，これが結果的に家族と少数

の雇用労働力での経営を可能にさせている。

　V－3　果樹の出荷

　1）ブドウ出荷の諸類型

　長尾地区におけるブドウ出荷形態は，市場への

系統出荷，農園での直売，宅配サービスの3つに

分けることができる。このほかに市内のワイン醸

造業者へ，少量ながら出荷される。

　市場への系統出荷は，前述のように果樹農業の

発展期において盛んに行われていたが，観光農園

化が進むにつれてその割合は小さくなっていっ

た。現在，市場に系統出荷されるブドウは，ハウ

スで栽培された巨峰が中心であり，観光農園が始

まる前の8月中旬までに収穫期を迎えるものであ

る。

　観光農園では，ブドウ狩りによって観光客が収

穫したブドウを買い取ってもらう場合と，売場で

来園客に販売する場合の2つの形式があり，いず

れも直売と呼んでいる。第11図は長尾地区におけ

る観光施設の分布を示したものである。直売所は

農家が個別に経営しているもので，ブドウ狩りに
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利用される農園に隣接して設けられている（写真

9）。ブドウ狩りに利用される農園として，宅地

に近接するものを当てることが多いが，これは主

として省力化のためである。また主要地方道常陸

太田。烏山線から分岐して長尾地区北部に至る道

路沿いに隣接する農園を所有する農家は，来園客

の利便性を重視してそちらを観光用にしている。

来園客用の駐車スペースの確保の面においても，

後者の方が有利であり，近年増加してきたバスッ

アー客の受け入れも，その他の農園と比較すると

容易となっている。これ以外の観光施設としては，

観光シーズン中に地区内に多くの幟が立てられる

が，常設された看板は少ない。長尾地区の観光ブ

ドウ園全体の看板は主要地方道常陸太田。烏山線

から長尾地区に入る交差点に設置されているのみ

である。また，1995年には遺路脇に観光地として

の景観美化のため，ムクゲが植え付けられた。

　近年増加しているのが，宅配便による出荷・発

　騒プドウ生産農家　　　Oプドウ販売所　　　Φ霧板広皆
　冒駐牽場　画固画ムクゲ　　’■■一30一山30m讐高線

第11図　常陸太田市長尾地区における観光

　　　　農業関連施設（ユ997年）

　　　　（現地調査により作成）

送である。この宅配サービスが導入されたのは

1977年で，運送会社から長尾巨峰生産組合へ提案

され，実現したものであった。そのため，発送は

この運送会社の独占状態にある。来園客による注

文は直売所で受けているが，直接農園を訪れない

客の注文にも，電話やFAX，手紙といった形で

応じている。代金の支払い方法については現金書

留や銀行振込など，各農家によって様々であるが，

原則的に前払いのシステムを取っている。宅配

サービスの需要は年々増加し，今日では多くの農

家で全観光販売額の5割近くを占めるまでになっ

ており，当地域の観光農園経営の安定性を生み出

す要因の一つとなっている。

　これらの出荷形態を，長尾地区の観光農園の事

例で具体的に説明することにしよう。

　2）S農家の出荷事例

　S農家は，！0aのハウスを含む90aのブドウ畑

を経営しており，その9割以上で巨峰が栽培され

ている。その他に水田15a，普通畑1aがあるが，

水田での稲作作業の全てが，農業協同組合に委託

されている。水稲作も普通畑作も白給用である。

家族構成は世帯主夫婦（世帯主70歳，妻69歳）の

みで，両者ともに農業専従者である。また隣接し

て娘夫婦の住居があり，彼らも休日などには作業

を手伝っている。

　S農家はかつてはブドウを水戸市や旧那珂湊

市，そして常陸太田市の市場へ出荷していた。ま

写真9　常陸太田市長尾地区における観光

　　　　ブドウ園の直売所

　　　　（ユ997年5月撮影）
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た東京への出荷を行った時期もあったが，供給能

力の限界から数年で撤退した。このような出荷形

態はこれまで述べたように，観光農園化によって

変化していき，1970年代初頭にはブドウ販売の市

場出荷と現地での直売の割合は7対3となってい

た。その後，観光販売の占める割合は徐々に大き

くなるが，ユ977年から開始されたブドウの宅配

サービスが観光化をさらに助長させることとな

り，現在では市場出荷は全く行われておらず，観

光目的の販売が全てであり，中でも宅配サービス

が5割近くを占めるようになっている。

　現在の観光農園の経営は，自宅に隣接する50a

のブドウ畑を用いてブドウ狩りを行い，道路沿い

の直売所において販売を行っている。来園客の大

半は固定客であり，新たな来園者の来園動機も，

なじみ客からの紹介というものが多い。これらの

固定客を維持するために，9月からの観光シーズ

ンが始まる前に招待状を送付しており，その数は

300通に及んでいる。また，1994年からはS農家

を含む近隣の3戸が交代でバスツアーの受け入れ

を開始し，新たな集客活動も行っている。

　第12図および第13図はS農家の宅配サービスの

発送状況ならびに受注状況を，都道府県別と茨城

県内の市町村別に示したものである。第12図をみ

ると，発送先は全国に広がっているものの，最も

多いのは茨城県内であり，次いで東京都，千葉県，

神奈川県，埼玉県など甫関東に発送先が集中して

いる。

　茨城県内では発送先は県内に広く分布している

が，特に水戸市，日立市，土浦市，ひたちなか市，

北茨城市，結城市などに多い。常陸太田市内への

発送は来客数が多い割には少なくなっている。し

かし隣接する日立市や金砂郷町への発送量は比較

的多い。

　次に第ユ3図から受注状況をみてみると，茨城県

の利用客が全体の9割以上を占めている。県内市

町村別では，利用客は地元の常陸太田市を筆頭に，

日立市，水戸市，ひたちなか市の順に多く，常陸

太田市の周辺市町村に集中している。これは来園

客の分布とほぼ一致している。このことからわか

るように，電話や手紙で宅配サービスが受けられ

るようになったことによって，新たに遠距離地域

からの顧客が増えることは少なく，従来の固定客

に新たな購入方法を提供したにすぎないといえよ

う。

　v－4　果樹の生産組織一常陸太田ぶどう組合一

　1）ブドウ組合の形成

　果樹の生産組織として重要なものにブドウ組合

がある。ブドウ組合の現在の公式な名称は，「常

陸太田北部農業協同組合ぶどう部会」である。以

前の名称は，「常陸太田ぶどう組合」であり，任

意組合として農業協同組合のぶどう部会とは別の

組織であった。しかし，役員や仕事は重なるとこ

ろが多く，実質的に両者は同一の組織として活動

していたため，ユ997年4月に，「常陸太田北部農

業協同組合ぶどう部会」という名称のもとに組織

を統合することになった。しかし実質的な活動内

容については，これまでと変化はない。常陸太田

ぶどう組合はこれまで，毎年農業協同組合から補

助金（年間組合費約400万円のなかで補助金が約

70万円）を受けていた。従来のぶどう組合が独立

した組織になるか，それとも農業協同組合の一部

会となるかの選択にあたって，この補助金の存在

と農業協同組合の販売網や宣伝力を利用できるこ

とが大きな意味をもった。現在では正式に常陸太

田北部農業協同組合ぶどう部会であるが，その愛

称として，JA常陸太田ぶどう組合という名称を

用いることになっている。

　1952年頃から大字単位ぐらいで農事研究会が盛

んに作られるようになり，現在の常陸太田市の範

囲だけでも50団体ぐらい組織されていた27）。そ

れらは主に水稲，梨，野莱栽培技術の研究組織で

あり，農業改良普及所によって育成されたもので

あった。これらは全体で常陸太田市農事改良研究

グループ連合会を結成するようになった。後にこ

れらの農業研究会は統合しながら，それそれ作目

別の組合になったものが多い。常陸太田市で巨峰

ブドウ栽培が開始された当時，農業改良普及所で

は梨や栗などの普及に主力を置いており，巨峰ブ
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第12図　常陸太田市長尾地区のS農家によ

　　　　る宅配サービス発送状況（1996年）

　　　　（S農家の宅配伝票により作成）

ドウ栽培は農家が白力で発展させざるをえない状

況であった。「常陸太田ぶどう組合」は，1963年

に20人で結成された。ブドウ組合が組織された後，

農業改良普及所は長尾地区を中心に巨峰産地の育

成に取り組んだ。

　2）ブドウ組合の組織と活動

　1997年における常陸太田北部農業協同組合ぶど

う部会員は88人である（第ユ4図）。この部会には，

ブドウ栽培を専業にしている農家はもちろん兼業

にしている農家も多く加入している。ブドウ部会

は，常陸太田市の範囲を6つの地区に分けている。

それらは，長尾・馬場と瑞竜，佐都，河内，南部，

下大門・新宿の各支部である。ブドウ部会の役員

は部会長1人，副部会長2人，部長5人であり，

任期は2年で再選可能である。地区の役員は，支

部長と生産部長2人で，1年交代で担当している。

ブドウ部会の連絡事項は各地区ごとに地区役員が

第13図　常陸太田市長尾地区のS農家によ

　　　　る宅配サービス受注状況（1996年）

　　　　（S農家の宅配伝票により作成）

伝達する。ブドウ部会の資金は，部会員の会費と

農業協同組合からの補助金のほかに，農家がブド

ウ部会を通じて購入する，袋，箱，ビニールなど

の資材の購入量に応じた負担金である。また，ブ

ドウ部会は，常陸太田市のブドウ観光農園の宣伝

活動と生産技術の向上を推進している。特に，ブ

ドウ産地の維持に力を入れており，品質の均一化

を図っている。ブドウ部会では，この目標を達成

するために，さらに5つの下部組織をつくってい

る。それらは，生産部と観光部，資材部，出荷部，

青年部である。

　生産部は，芽かき・房作り・摘粒・着果の技術

指導や栽培講習会を年3回開催して部会員の生産

技術の向上を図っている。栽培講習会は，ブドウ

部会の生産部長，農業改良普及員が指導員として

参加し，前年度最優秀賞をとった部会員の圃場で

開催する。栽培技術に関しては，前年度最優秀者
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　　　　27人
　　　　l1人
　　　　4人
　　　　　1人

0　　　2㎞

　　1．瑞竜町　　7．春友町　13．谷河原町
　　2．増井町　　8．白羽町　14．磯部町
　　3．下大門町　9．幡町　　15、高貫町
　　4．馬場町　　10．真弓町　16．亀作町
　　5、新宿町　　11．茅根町
　　6．西河内町　12．町屋町

第14図　常陸太田市における地区別ブドウ

　　　　部会員の分布（1977年）

　　　　（常陸太田北部農業協同組合ぶどう部

　　　　会員名簿により作成）

が説明し，品種，土壌，肥料，農薬については農

業改良普及員が説明することになっている。また

毎年9月に部会員全体で果実房品評会を開催し，

技術の浸透と生産意欲の高揚にも努めている。さ

らにハウスブドウ見回り会を年2回ひらいてお

り，これにはハウス栽培農家と農業改良普及員が

参加し，ハウスブドウの生育状況について情報交

換を図っている。8月とユ2月には，茨城県内のブ

ドウ生産地で開催される県ブドウ連合会研究大会

に20人ほどが参加している。ブドウ部会は，その

ほかに，8月の価格決定会や地方市場出荷，ユ2月

の勢定講習会を行っている。支部単位でも冬季勢

定に関する現地研究会を開催している。

　観光部は，新聞，ラジオ，催し物などを通じて

産地の宣伝を行っている。宣伝活動は，ブドウ組

合の発足時から行われており，特に宣伝キャラバ

ンやセスナ機を使って，1992年まで水戸，日立，

土浦，笠間など茨城県を中心として千葉県でも実

施されてきた。ブドウ栽培が始まった1960年代に

は，道路が未整備で自家用車が長尾地区の奥にあ

るブドウ園まで進入できなかったので，組合員問

に公平性をもたらすために個人宣伝を抑制し，共

同で宣伝活動を行った。その他の宣伝活動として

は，主に水戸市駅前で試食会を開いたり，常陸太

田市の祭りで仮装行列などを行った。販売に当

たっては協定価格を設定している。また東京や水

戸の市場視察や山梨。長野県など果樹先進地視察

などを企画している。

　資材部では，生産にかかわる資材の予約を取り

まとめ，苗，肥料，農薬，袋，ビニール，出荷用

箱，農業用機械などを農業協同組合を通じて一括

して購入している。出荷部は，出荷規格の統一を

図るため，目揃え会を開催し，選果基準の統一や

計画出荷を図っている。この他に，次に述べるブ

ドウ農家の後継者で組織される青年部がある。

　3）青年部の役割

　ブドウ部会の下部組織の中でも注目されるのが

青年部である。青年部は，ユ980年頃に農業後継者

20人位が発起人となって組織された。特に，長尾

地区には農業大学や農業高校卒の後継者が数人い

たが，ブドウ組合は世帯主を中心に運営されてお

り，後継者が発言する場がなかった。そこで1983

年に青年部をブドウ組合の下部組織として設け，

独白の現地研究会・先進地研修を重ね，技術の開

発に意欲的に取り組み，ブドウ組合に活力を与え

た。青年部は農業後継者によって組織されている

が，研修のほかに，ゴルフ，スキーなどのレクリ

エーションも行っている。青年部の活動には，専

業。兼業の区分なく参加することができる。兼業

農家の婦人達も参加しているが，これは，産地維

持のため，兼業農家の婦人労働力を重要視してい

るためである。青年部の活動のなかでも，視察会

は商品の質や安全性，環境に適合する農業などま
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で考慮して，果樹先進地からの技術の導入を試み

ている。また，他の産地との差別化を図るため，

若者に人気のある欧州系品種の導入や商品の包装

技術の開発にも力を入れている。研究会を定期的

に開き，勢定，施肥，防除などの改善を進めてい

るほか，生産安定のため，無加温ハウスの導入を

推進し，出荷期間の延長による労力の分散も図っ

ている。

　青年部は、宣伝活動の一環として，それまでの

キャラバンの代わりに，9月初旬のブドウ狩りの

開始にあわせて，8月末にジャズコンサートを開

催している。ジャズコンサートは，1994年組合結

成30周年を記念して初めて開催され，それ以後続

いている。これには，水戸，日立など常陸太田市

周辺からはもちろん東京，千葉，神奈川県など東

京周辺からも参加者がある。1995年には来場者は

1，200人くらいであった。宣伝活動はジャズコン

サートに加えて，茨城新聞，読売新聞などへの広

告を掲載したり，茨城放送によるラジオ宣伝も

行っている。ジャズコンサートの際は，茨城県内

で活動しているバンドによる演奏や中央のT　V局

（1996年度はTV朝日）による生申継があり，ブ

ドウ栽培農家からは試食用のブドウの提供があ

る。また，産地の美的環境づくりの新しい試みと

して，1995年に「花道づくり」を行った。これは，

ブドウの収穫期である8～10月にかけて花を咲か

せ，観光客に好印象を与えるために企画したもの

である。常陸太田市から資金の援助を受け，ブド

ウ栽培が盛んである長尾地区や瑞竜地区を中心に

道路沿いにムクゲをユ，OOO本植えた（第11図）。青

年部は，現在はジャズコンサートに代る催しを模

索中である。

　ブドウ栽培開始から30年の歳月を経た現在で

は，産地を維持するためにブドウ組合は新たな課

題に直面している。栽培面では，高齢樹園におけ

る樹勢と品質。収量の低下，土質別の栽培方法の

確立，ハウス栽培技術の確立，ブドウの赤熟れ果

防止対策など産地発展のための技術体系の見直し

や生産安定技術の組み立てに迫られている。さら

には栽培農家間の技術格差の拡大，労働力の高齢

化や男性労働力の不足にともなう技術の低下，出

荷規格の不揃い，後継者の育成，観光果樹産地の

環境整備などがあげられる。また優良産地の維持

と育成のための組織強化と栽培技術の高位平準化

を図る必要にも追られている。

　V－5　果樹経営の収益性

　これまで長尾地区を中心とした巨峰ブドウの栽

培技術や出荷形態，生産組織について検討してき

たが，巨峰栽培を中心とした農業経営は，どの程

度の収益性をあげているものであろうか。ここで

は茨城県が収集している県内の先進的農業経営事

例28）に基づいて，その目安を示すことにしよう。

　事例として取り上げられている農家は，ユ992年

からユ995年までの4年間にわたって茨城県農林水

産部農業技術課によって調査されたもので，茨城

県北部の平地農村に位置し，果樹栽培と水稲作を

組み合わせている。それゆえ常陸太田市長尾地区

にみられる自立経営農家とほぼ類似の経営内容を

もっていると推定される。事例農家はユ50aの水

稲作とユ35aの露地ブドウ栽培，そして15aのハウ

スブドウ栽培を組み合わせている。家族労働力は

3人で，それに5月下旬から7月上旬までのブド

ウの房摘めや摘房，摘粒の時期と，9月中・下旬

の収穫の時期には，臨時労働力を雇用している。

　1993年からユ995年までのうちで平均に近いユ995

年の経営実績をみると，まず総粗収入は！，595万

円であり，そのうち露地ブドウは72．7％にあたる

1，ユ59．2万円を，ハウスブドウは10，6％のユ68．5万円，

そして残りは水稲作の267．3万円であった（第3

表）。ハウスブドウは水稲作の10分の1の面積で，

63％の粗収入をあげたことになる。家族の労賃を

除く経営費をみると，露地ブドウの場合は5ユ2．2

万円，ハウスブドウは92．9万円，水稲作は226．3万

円となる。これらを差し引いて農業所得をみると，

露地ブドウの場合は647万円，ハウスブドウは75．6

万円，水稲作はわずかに41万円となってしまう。

所得率は順に55．8％と44．9％，そして15．3％とな

る。水稲作の所得が少ないのは，機械装備の原価

償却費が異常に大きいからである。しかし10aあ
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たり労働時間をみるとハウスブドウと露地ブドウ

の栽培がそれぞれ300時間と252時問であるのに対

して，水稲作はわずかに42時問にすぎず，水稲作

の時間あたり所得はブドウの3分の1程度にな

る。

　！0aあたり所得は露地ブドウとハウスブドウで

それぞれ47．9万円と50．4万円であるのに対して，

水稲作はわずかに2．7万円にすぎない。したがっ

て150aの規模の水稲作を行っても農業従事者ユ

人あたりユ3．7万円の所得しかあげられないのに対

して，ユ5aのハウスブドウで25．2万円，さらに

ユ35aの露地ブドウでは2ユ5．7万円の所得をあげる

ことができた。この農家は，結局3人の農業専従

者で，763．6万円の所得をあげた。農繁期には長

時間労働が必要であるが，10月から1月まではほ

とんど仕事がないことや，自家莱園などで食料を

自給していることなどを考えると，ブドウ栽培で

かなりの水準の生活を維持できるものと考えられ

る。

　ユ986年に茨城県農林水産部は，常陸太田市の

120aの露地ブドウ栽培と20aのハウス栽培を組み

合わせる経営を仮定して，収支状況を計算して経

営改善モデルを示した29）。これによると，2人

の労働力で，ユ，095万円の粗収入をあげ，所得率

は46％であるため，所得は503．3万円であった。

露地栽培とハウス栽培をあわせて，10aあたり所

得は約42万円であり，農業従事者ユ人あたりの所

得は252万円であった。約10年の時期のずれを考

えれば，上記の先進的経営事例は，この茨城県の

モデルにそうものとなっており，かなり標準化さ

れたものと考えられる。ただし，先進的経営事例

は後者のモデルとほぼ同じ面積のブドウ栽培を，

1人多い3人の農業専従者でこなしており，それ

によって余分に150aの水稲作を行う余裕が出て

きたという違いがある。

　V－6　農業経営の諸類型

　1）農業経営の諸類型

　これまで述べてきたように，長尾・瑞竜両地区

の農業経営には大きな違いがある。農業経営の内

容について常陸太田市役所資料および聞き取りの

結果に基づいて検討することにしよう。

　第15図は長尾地区，第16図は瑞竜地区の農家の

兼業状況，就業構造，所有耕地面積を基に，経営

を類型化したものである。ただし，所有耕地面積

の中で，当地域における重要な要素であるブドウ

畑は他の樹園地とは区別して示した。また第15図

には，長尾地区に隣接し実質的には同地区のブド

ウ生産農家とともに農業経営を行っている馬場地

区の1戸の農家を加えてある。また，第16図は瑞

竜地区のうちの中町と下町の範囲を取り上げたも

のである。これらの農家を，主に農業収入によっ

第3表 茨城県北部平地農村における果樹農家の経営事例
（単位：千円）

~
~
 
J
L
 
Q
 

f
 
~
 

~; ~tl; 7' I~ (135a) ~
7
 

/'~7;~y~~7 (15a) 7 JC ~i*ri (1 50a) 
t
 
A
~
 
I
~
l
F
1
 

~,nII~)~ ll 592 l ,685 2,673 15,950 
~
4
4
*
 
~
~
Z
 
~
i
~
,
~
"
<
i
x
=
 
~
 
i
~
;
~
~
j
 
}
~
l
~
:
 

2
,
4
5
3
 
l
 
,
6
7
4
 
9
9
5
 

5
3
4
 
2
6
0
 
l
 
3
5
 

2
,
1
2
5
 
2
6
 
1
1
Z
 

5
,
l
l
2
 
l
 
,
9
6
0
 
l
 
,
2
4
2
 

~~~~~~CtJ~~+~ H'~,~*',~i~~~*'"~~ ~{-

5 IZ2 929 2,263 8,314 

F~~~ifT f'+13=.3_ 

6 470 756 410 7,636 

479 504 27 

~~;~:f,t~{-~ I )~i~if._- ~ J'~'*)frf"'-'=' 2 157 252 137 
='r)F~~ //~ It~t.,.~~ ~~ 

55.8 % 44.9 % 15.3 % 

1 H~f~~f~l~i~ f,_- ~ F~~~t~('."=*i' l 902F~J l ,680 F:I 65lr~1 

（茨城県農林水産部農業技術課（ユ996） 『2ユ世紀を拓くプロたちの農業経営』により作成）
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て生計を維持している自立型農家（長尾地区の農

家番号1～！3，瑞竜地区の農家番号ユ～3），退職

後の仕事として農業を選択するなど，農業収入そ

のものを第一の目的としない高齢者専業型農家

（長尾地区の農家番号14～16，瑞竜地区の農家番

号4～19），農外就業からの収入が農業収入を上

回る農業副次型農家（長尾地区の農家番号ユ7～24，

瑞竜地区の農家番号20～69）の3つの類型に分け

た。また，農業副次型農家については，世帯主夫

婦が農業に従事している世帯主従事の農業副次型

農家（長尾ユ7～23，瑞竜20～29），世帯主夫婦は

農業に従事しない世帯主非従事の農業副次型農家

（長尾24，瑞竜60～69）にさらに細分した。各類

型については所有耕地面積の大きい順に並べた。

　まず長尾地区をみてみると，24戸の内，自立経

営型農家がユ3戸と半数以上を占めており，それら

すべてがブドウ生産農家である。さらにそのうち

のユO戸が！haを上回るブドウ畑を経営している。

これら自立経営型農家の世帯主夫婦はそのすべて

が農業専従者であり，次世代においても13戸中6

戸で後継者として，すでに農業専従者となってい

る。農家番号12・ユ3の農家は同居する農業従事者

はないものの，将来ブドウ畑の経営に専従する意

志のある他出の後継者が存在しており，現在も休

日や繁1亡期には作業を手伝っているために自立経

営型に含めた。高齢者専業型農家は3戸のみで所

有耕地面積も小さく販売金額も少ない。特に農家

番号16の農家は，作付放棄地が所有耕地面積の大

半を占め，白家消費用の作物を栽培するのみであ

る。農業副次型農家は8戸存在し，30a前後のブ

ドウ畑を経営する農家もみられる。しかし，就業

状況をみると，特に次世代とその他の家族におい

て農外就業への従事が目立ち，農外就業のみへの

従事者もu人中6人と多い。

　次に瑞竜地区の中町と下町の経営類型をみる

と，69戸の内，50戸が農業副次型農家であり，当

地区の主要類型といえる。次いで高齢者専業型農

家が！6戸とこれも長尾地区と比較して多い。自立

経営型農家に至ってはブドウ畑を経営する農家番

号！を含む3戸の農家のみである。農業副次型農

家の就業状況をムると，世帯主夫婦の農外就業従

事者は89人中70人であり，世帯主非従事の農業副

次型農家は10戸存在する。これらの農家は次世代

への農業の継続性が低く，非農家へ移行していく

燈家番□　兼業男11

　2　　　1

　5　　　　i

　lo　　　1

　三ユ　　　1

　16　．．．．q．．．．．．．．．

　20　　　2

　21　　　2
　22　　　2

その他

27

38　x三8
56

専兼業別　O1專業農家　1：第1穣兼薬農家　2：第2種兼業農家

轡：農薬のみ　駿1巖薬令兼業（恒常勤務〕底：錘薬十兼薬（パート・ア唐ハ“イト）

口1兼薬のみ（恒常勤務）　△：兼業のみ（ハ㌧ト・アルパイト）　×1働いていない

　　　　　　　　第！5図　常陸太田市長尾地区における農業経営類型（ユ996年）

　　　　　　　　　　　　（常陸太田市役所資料および聞き取りにより作成）
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自立型麓家

26

X16

22

20

專兼業別　O：専業農家　1：第1種兼業農家　2：第2種兼葉農家

竃：農業のみ　畷：農業十兼業（垣常勤務）威1農業十兼業（パ㌧1・・アルパイ1・〕

口1兼業のみ（値常勤務）　△：兼業のみ（ハ㌧ト・アルハ“朴）　×：働いていない

　　　　　　　第16図　常陸太田市瑞竜地区における農業経営類型（1996年）

　　　　　　　　　　　　（常陸太田市役所資料および聞き取りにより作成）
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可能性が大きい。経営耕地面積は農家番号60をの

ぞいて小さく，多くの労働力を必要とするブドゥ

栽培はみられない。次世代ならびにその他の家族

においては農業専従者は47人中2人であり，兼業

と農業の両方に従事するものを加えても8人にす

ぎない。なかには所有耕地面積が1ha以上の農

家も存在しているが，不作付地の面積が長尾地区

に比べて大きくなっていることから，当地区の農

家における農業の地位の低さがわかる。また，長

尾地区の農業経営の中心がブドウ生産であるのに

対し，瑞竜中町では水稲作が最も重要である。し

かし，農作業を農業協同組合や他の農家に委託す

る農家も多く，耕地面積の小さな農家では自家消

費用の作物の栽培が中心となっている。

　以下でこれらの経営類型のうちから，農業を主

業とする経営類型の事例をあげることで，その実

態を明らかにすることにしよう。

　2）農業経営の事例

　a、自立型農家の事例

　ブドウ栽培農家　A農家は家族6人のうち世帯

主，妻，長男，長男の妻の4人が農業専従者であ

り，世帯主は56歳，妻51歳，長男が30歳，長男の

妻も30歳である。ブドウは，露地160a（6ヵ所）

と無加温ビニールハウス36a（2カ所）で栽培さ

れており，露地では巨峰のみ，ハウスでは目峰と

欧州系品種が栽培されている。35aの水田では水

稲（日本晴）を栽培している。

　農業機械は，耕転機，トラクター，バインダー，

ハーベスター，動力脱穀機，スピードスプレヤー，

パワーショベル，トレンチャー（溝堀機），軽ト

ラック（普通のものと屋根のない圃場内用）など

を所有しており，田植機は共同所有のものを使用

している。

　世帯主が就農したのはユ958年で，当時は水府タ

バコ（約40a）が主力作物で，これに加えて水稲

を栽培していた。水府タバコは1960年頃にダルマ

種へと切り替えられた。その後ダルマ種は黄色種

へ代わった。ユ950年に農業改良普及所を介して長

尾地区にモモが導入されたが，この農家では，引

き続きタバコと水稲を組み合わせて経営を続け

た。

　ユ964年にこの農家はブドウ栽培を開始した。当

時は巨峰の栽培技術が確立しておらず，生産安定

のために，巨峰，ナイアガラ，キャンベルが混植

されていた。タバコからブドウヘの転換は，時間

をかけて少しずつ行われた。多額の補助金もな

かったことや，ブドウは現金収入を得るようにな

るまで3年から5年を要するため，その間の生活

を支える手段として，タバコの栽培は続けられた。

新たに山林を開墾したりタバコから転換されたブ

ドウ畑で一定の収量が得られるようになると，そ

れまでタバコを栽培していた畑を新たにブドウ畑

へ変えていった。ユ964年にブドウが導入されて以

降，197！年，ユ974年，ユ978年と徐々にブドウを栽

培する圃場は増えていった。1975年にはブドウ

（巨峰）が主力作物となり，1977年にはタバコの

栽培は中止された。

　現在の主要な収入源は，露地栽培による巨峰の

直売。宅配による販売である。直売所と観光（ブ

ドウ狩り）用に客を入場させる白宅敷地内のブド

ウ畑（露地40a）は，主要地方道常陸太田・鳥山

線に近く，ブドウ狩りを行う客も比較的多い。ブ

ドウ狩りや直売，宅配サービスの注文に訪れた客

のために，自宅敷地内を駐車スペースとして利用

しており，普通乗用車4～5台の駐車が可能であ

る。直売所は白宅敷地内にあるかつてのタバコ乾

燥小屋を利用しており，収穫・販売シーズン以外

は倉庫としている。ブドウは99％が直売，宅配，

ブドウ狩りによって販売され，農業協同組合へは

ハゥス栽培の巨峰をわずかに出荷している程度で

ある。

　A農家の長男は欧州系品種を積極的に栽培して

いる。現在栽培中の欧州系品種は約12種類，栽培

面積にして約ユ2aである。価格がキロ当り2，OOO円

と，露地栽培巨峰の約2倍であるにもかかわらず，

市場ではほとんどみることのできない珍しい品種

であったり，赤や緑の品種を黒色の巨峰と一緒に

箱詰めすることで，色彩的に見栄えがよくなるな

どの理由から客には好評である。しかしながら，

欧州系品種は栽培が難しく，手問がかかるため，
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現在のような家族労働中心の経営で，これ以上の

栽培面積を増やすことは難しい。

　A農家では長男が農業労働力の中心となってい

る。栽培面積も大きいため作業が集中する芽かき

や摘粒，収穫。販売期には親戚などを臨時に雇用

する。今後，世帯主が高齢化するにつれ，後継者

にかかる負担が大きくなっていくことが予想され

ることから，現在の栽培規模をどのように維持し

ながら，巨峰に代わる欧州系などの新品種を導入

していくかがA農家の課題である。

　花卉栽培農家　稲作，畑作，果樹栽培が農業の

主流をしめる長尾・瑞竜地区において，1戸に過

ぎないが，瑞竜地区で花舟園芸を行うB農家があ

る。B農家は代々瑞竜地区において農業を営んで

いたが，父親が日立市の日立製作所に勤めるよう

になった第2次世界大戦後に，日立市に移転し離

農した。しかし，宅地を依然として所有していた

ことから，！980年代はじめに，宅地跡地において

花卉園芸を始め，現在は！2aの水田と，58a（内

ハウス18a）の花舟園芸を経営している。雀O歳代

前半の世帯主と妻の2人が農業専従者で，近隣の

主婦をパートとして雇用している。

　B農家の世帯主は，大学時代は畜産学専攻で，

卒業後は技師補として大学に残っていたが，花卉

園芸を始めると同時に瑞竜地区に戻った。B農家

が花卉園芸を始めたのは，農業へのこだわりから

であった。農業をやりたいが，専業で生活するた

めには普通作では大規模な経営が必要になる。そ

こで，集約的経営の花卉園芸に目をつけた。また，

瑞竜地区で花卉園芸を始めるきっかけとなったの

は，両親が所有する土地が残っていたためであっ

た。現在は，日本全国どこにでも配送ルートがあ

るため，位置的条件は大きな問題とはならなかっ

た。花卉栽培の技術は，同じく園芸で生活する知

人から教わり，その後1980年代はじめに，技術習

得と出荷ルートの確保を目的に，川崎の卸売り問

屋ヘユか月の内，20日程働きに出るようになっ

た。現在は，半製品とガーデニング素材としての

宿根草，ぎぼうしなどの園芸素材などを中心に生

産している。

　B農家の生産の特徴は，母苗がある流行り廃れ

のない花木製品を半製品で出荷することである。

製品として開花した状態で鉢に植えて出荷する

と，流行に左右されて製品を切り替えなければな

らないので，危険性が大きい。この安定志向とも

取れる半製品を栽培する一方，宿根草を中心とし

た流行のガーデニング素材も扱っている。これは，

園芸を始めた初期のころから取り扱っていた宿根

草に着目したもので，時代の流れにあわせて出荷

先を変えたものであった。

　出荷は，個人で開拓した取引先に依存しており，

主な取引先はホームセンターである。B農家の場

合，安定した既存の半製品の出荷と絶えず新しい

製品の導入を兼ね備える経営を目指しており，設

備の拡張と人員の確保が実現すれば，より収益が

大きい直売も考えている。

　b、高齢者専業型農家の事例

　瑞竜地区のC農家の世帯構成員は，世帯主夫婦

（夫60歳，妻59歳）と母（93歳）との3人である。

全員が農業に従事し，コシヒカリ，キヌヒカリ，

日本晴を栽培する水田60a，大麦，小麦，ジャガ

イモ，納豆用大豆を栽培する畑地50a，そして巨

峰を栽培する果樹園20aを所有している。C農家

の長男は東京，次男は日立市に住んでいる。また，

世帯主はユ997年1月20日付けで，ひたちなか市に

位置する日立製作所を定年退職し，現在は農業専

従となった。

　所有耕地は，水田が里川沖積低地にあり，畑地

は住居に隣接している。また，ブドウ畑は家から

北へ徒歩10分程の瑞竜上町に位置している。ブド

ウは1995年12月に導入された。導入以前には耕地

を他人へ貸し付けており，そこでは，麦類，大豆

が植えられていた。当時，貸付地が多かった理由

は，畑地の世話は高齢の母と妻が中心で，家から

離れたところにある畑地まで管理ができなかった

からである。ブドウの導入は定年退職を控えた世

帯主が，ブドウ栽培を行うことによって，いまま

で使用していなかった畑地と，世帯主の労働力を

有効利用することを考えたものである。加えて，

自分の耕地周辺ではブドウが栽培されており，水

一149一



はけの良い傾斜地であるという自然環境でブドウ

栽培に適しているという認識もあった。

　C農家では，ブドウ栽培を始めると同時に常陸

太田北部農業協同組合ぶどう部会の会員になり，

地区で行われる栽培技術講習会にも積極的に参加

するようになった。また防除作業に必要不可欠な

スピードスプレヤーは，中古ではあるが新型のタ

イプを75万円で購入し，またブドウ栽培で最も大

切といわれる勢定作業は，端竜地区内でユ960年代

からブドウ栽培を行っている熟練栽培農家に委託

している。このことは，高品質・高収量のブドウ

栽培を目指しており，定年退職後の趣味もしくは

暇つぶしとして行うようなホビー農業とは一線を

画していることを示している。出荷に関しては，

はじめから観光農園によるブドウ狩りと宅配便に

よる直接販売を目指している。

　一方，稲作も依然として行っている。C農家は

トラクター，田植機，コンバイン，精米乾燥機な

どを所有し，それらによって稲作作業を省力化し

ている。この農家は専業農家として農業に専念す

ることを兼業農家であった時から考えており，退

職後の生活を農業を本格的に行うことによって始

めた。

　c。農業副次型農家の事例

　D農家がブドウ栽培を開始したのは遅く，1981

年であった。栽培面積も小さく20aで，露地で巨

峰とワイン用品種（1本だけ）の栽培を行ってい

るにすぎない。水田は所有していない。世帯主が

65歳，妻は64歳で農業に従事している。同居する

長男は会社勤務であり，農繁期には手伝うことも

あるが，栽培面積が小さいこともあり，農業に従

事する時間はわずかである。農業機械は動力耕転

機と動力噴霧器のみ所有している。栽培面積が小

さいため，スピードスプレヤー等の機械は必要と

しない。

　世帯主は1955年までタバコを栽培していたが，

この年に離農し，常陸太田市内で勤めるように

なった。それまでタバコを栽培していた農地は

1962年頃から養鶏業者へ貸し出された。そこに鶏

舎が建てられ，ブロイラーが肥育されていたが，

1980年に養鶏業者が撤退したため，土地は返却さ

れた。ブドウ栽培は1981年に始められた。当時は

すでに栽培技術が確立されていたこともあり，巨

峰のみの導入となった。養鶏を行っていた時に大

量の鶏糞が排出され，それが地面にしみこんでい

たため，リン酸過多が原因で定植したブドウの苗

は全て枯れてしまった。その後新たに苗を定植し

たが，再びブドウが枯死しないように，数年聞は

窒素およびリン酸肥料の投入をひかえた。

　現在，ブドウ栽培は家計上は副次的存在にあり，

世帯主自身も健康維持を兼ねた趣味的栽培とみな

している。長尾地区のブドウ栽培農家の中にあっ

ては，異色の経営形態である。ブドウは直売と宅

配を申心に販売し，農業協同組合へも少量を出荷

している。また，市内のワイン醸造会社ヘワイン

用品種と巨峰を若干出荷している。白宅前には直

売所があるが，客用の駐車スペースはない。

　後継者として長男が就農する可能性もあるが，

耕地面積が小さいため，専業経営を行うことは難

しく，今後も副次的にブドウ栽培が継続される見

込みである。

V　就業構造と生活組織

　V－1　就業構造

　ここでは農業活動を含めた経済活動全般の特徴

や，生活の側面まで広げて検討する。まず，農業

とその他の就業の組み合わせ，すなわち就業構造

から長尾地区と瑞竜地区を比較することにしよ

う。長尾1班と瑞竜下町を対象として，聞き取り

により各世帯員の年齢と就業状況を調査し，それ

に基づいてそれぞれの世帯における就業の組み合

わせを整理した（第4表）。収入源としての就業

種に着目すると，農業を主体とするものと，農業

が副次的で農外就業が重要なもの，そして非農家

の3つの類型に分けることができた。

　長尾1班を構成する20戸の内，ユO戸が専業農家

であり，8戸が兼業農家で農業を副次的な収入源

としている。残りの2戸が非農家である。！0戸の

専業農家の内，7戸は100～ユ55aのブドウ栽培と

10～70aの水稲作を組み合わせ，高い収益をあげ
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る白立経営農家である。世帯主の年齢が40歳代と

50歳代の農家がそれぞれ！戸，60歳代の農家が5

戸ある。7戸のうち5戸では，後継者が農業に専

業的に従事している。残りの3戸でも多かれ少な

かれブドウ栽培と水稲作を中心とした農業経営を

行っているが，いわゆる高齢者専業農家と呼ばれ

るものである。

　農業副次型の8戸は，恒常的勤務と10～50a程

度のブドウ栽培，これと同じ程度の面積の水稲作

を組み合わせている。すべての世帯で60歳代から

70歳代の高齢者が農業に専業的に従事し，その息

子の世代が会社員として農外就業に従事してい

る。現時点では息子世代は農業にほとんど携わら

ないことが多い。それでもブドウの収穫時などの

繁忙期には，何らかの形で農業に参加することが

多いし，世帯主夫婦の高齢化につれて，しだいに

一部の農作業を肩代わりするようになる場合が多

い。

　2戸の非農家はいずれも農地を所有せず，！戸

は独居老人世帯で，もうユ戸は2世帯にわたって

恒常的勤務に就いている。全体として長尾1班は，

農業への依存度が高いことがわかる。

　個々の世帯員の就業状況をみると（第5表），

長尾1班には64人の就業年齢に達した世帯員がい

るが，そのうちの68％にあたる44人が，主に農業

に従事している。男性と女性の農業従事者は同数

の22人であり，60歳代以上の者が，男性も女性も

全体の約60％を占めており，高齢化の傾向が強い。

それでも残りの約40％は，20歳代から50歳代まで

の比較的若い農業専従事者である。反面，会社勤

務や公務を行う者は，男女合わせてユ4人と少ない。

また，高齢者が農業に従事するためか，女性の家

事従事者や病弱者を除くと，無職のものは少ない。

農外就業者の勤務先をみると，16人のうち常陸太

田市内が9人と多く，このほかに日立市や水戸市，

那珂町など隣接市町村へ通勤している。

　瑞竜下町では，農業を主体的に行う農家は，全

体のわずか21％の！1戸にすぎなかった。9戸の専

業農家のうち1戸が花テ午栽培を行う自立経営農家

であるが，残りは高齢者が農業に専従しているも

のか，世帯主が50歳代であっても会社を退職して，

自給的な性格の強い農業を営んでいるものがほと

んどである。農業副次的農家は，17戸と全体の3

分の1を占め，14戸が会社勤務と白給的な農業を

第4表常陸太田市長尾。瑞竜地区の就業別世帯数（ユ997年）

世帯数（％）

就業類型 就業の組み合せ 長尾地区 瑞竜地区

農業 10（50．O） 9（17．3）

農業主体 農業斗日雇・パート 0　（O） 2　（3．8）

小計 ！0（50．O） 1ユ（2ユ．1）

農業十自営 2（ユO．O） ユ　（1．9）

農業副次
農業十会社勤務・公務 5（25，5） 14（26．9）

農業斗会社勤務・公務十日雇・パート 1（5．0） 2（3．8）

小計 8（40．0） 17（32．7）

自営 O　（O） 1（1．9）

会杜勤務・公務 1（5．O） 王2（23．1）

会社勤務・公務十日雇・パート O　（0） 1（1．9）

非農業 無職（年金生活含む） 1（5．0） 10（19，2）

小計 2（10．O） 24（46．2）

うち農地所有 O　（O） 9（17．3）

うち非農地所有 2（10．O） 15（28．8）

合　計 20（ユ00．O） 52（l00，0）

長尾地区は1班，瑞竜地区は下町の範囲で調査した。

（聞き取りにより作成）
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組み合わせている。

　瑞竜地区で特徴的であるのは，非農家が多いと

いうことであり，半分近くの24戸が会社員もしく

は公務・団体職員として生計をたてているか，す

でに退職して年金暮らしをしている。現在就業に

全く就いていない家がユO戸を数える。非農家の3

分の1は，現在でも農地を所有していながら，そ

れを貸し付けたり，耕作を放棄している。残りの

非農家の多くはこの地域の農家からの分家であ

り，他地域からの転入者は少ない。

　瑞竜地区にはユユ6人の就業年齢に達した世帯員

がいるが，このうち30％は無職であり，とくに女

性の半数近くが就業に就いていない。これらは高

齢者か，あるいは非農家の専業主婦である場合が

多い。農業従事者は全体の3分の1を占めるが，

その70％近くが60歳以上の高齢者である。農外就

業種としては会社勤務が一般的であり，公務・団

体職員がそれに次いでいる。女性の農外就業は，

低調である。農外就業先は常陸太田市内が20人と

最も多く，日立市の8人，那珂町の3人がこれに

続いている。女性の就業先としては常陸太田市内

での勤務が多く，男性の場合日立市が相対的に高

い割合を占めている。

　長尾地区と瑞竜地区の就業構造を比較すると，

前者は農業が就業の中心にあるのに対して，後者

は農外就業が中心である。長尾地区の農業主体世

帯は，収益性の高いブドウ栽培を主要収入源とし

ており，瑞竜地区の農業副次世帯は，常陸太田市

や日立市を中心とする安定した就業先に依存して

いる。それゆえ，両地区では農業からであろうと

農外就業からであろうと，現代的な生活水準を維

持することが可能な収入を得ることができる。

　長尾地区では限られた労働力と農地を効率的に

利用して収益を得ようとする姿勢がみられるが，

瑞竜地区では，農外就業に恒常的に従事している

家が多いため，財産を保有することを主目的とし

た，省力的な農地利用が多い。瑞竜地区では退職

後の高齢者が多く，彼らが農業に従事する場合に

　　　　第5表　常陸太田市長尾・瑞竜地区の年齢別就業状況（1997年）

a）長尾地区（1班）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人）

男 女

年齢層 農業会社公務自営無職小計 農業会社公務禽営パート無職小計 合計
20歳代 2　　0　　ユ　　O　　0　　3 ユ　　ユ　　0　　0　　0　　1　　3 6
30歳代 3　　2　　0　　0　　0　　5 3　　2　　0　　0　　1　　2　　8 13

40歳代 2　　3　　0　　0　　0　　5 0　　！　　0　　0　　1　　0　　2 7
50歳代 2　　1　　0　　0　　0　　3 5　　1　　0　　0　　0　　0　　6 9
60歳代 10　1　1　0　0ユ2 100000010 2270歳代以上 3　　0　　0　　0　　0　　3 3　　0　　0　　0　　0　　2　　5 8
合計 22　　　　7　　　　2　　　　0　　　　0　　　31 22　　　　5　　　　0　　　　0　　　　2　　　　5　　　34 65

b）瑞竜地区（下町）

男 女

年齢層 農業会社公務自営無職小計 農業会社公務自営パート無職小計 合計
20歳代 0　0　0　0　0　0 0　3　0　0　0　0　3 3
30歳代 0　3　0　0　0　3 0　0　0　0　0　2　2 5
40歳代 ヱ　9　1　0　0　1ユ 21

50歳代 4　9　4　2　1　20 35

60歳代 4　3　0　0　2　9
ユ9

70歳代以上 7　0　0　0　4　ユユ 130000922 33合計 16　　　24　　　　5　　　　2　　　　7　　　54 23　　　　7　　　　0　　　　王　　　　3　　　28　　　62 ！ユ6

公務には各種団体職員も含む，パートは日雇を含む

（聞き取りにより作成）
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は，特に，収益性を強く追求するよりも，むしろ　　組から構成される30）。増井町長尾地区には5班

所有農地の維持管理，あるいは適度の運動による　　があり，第！班（3組），2班（2組），3班（3

健康維持といった意図が強く働いている。　　　　　組），住宅A班（2組），住宅B班（2組）となっ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ている。長尾地区の班は，町会の下部組織になっ

　V－2　生活組織　　　　　　　　　　　　　　ている。班は，常陸太田市役所からの情報伝達や

　長尾・瑞竜地区における生活組織には，自治組　　行政業務への協力，集落の諾問題を検討する最小

織（町会。納税組合），地縁組織（組），信仰組織　　単位である。班には班長と土木委員がそれぞれユ

（氏子），社会組織（子供会・老人会・婦人会）　　人いる。土木委員は，農道や水路などを管理して

などがある（第6表）。さまざまな組織のなかで，　　いる。班長と土木委員は班内の会員から選ばれ，

主に両地区に共通にみられる生活組織を項目別に　　町会に報告される。班長と土木委員の任期は1年

検討し，両地域の特徴をみることにする。　　　　　で，輸番制になっている。長尾1班の例で主な活

　1）長尾地区の生活組織　　　　　　　　　　　動を説明すると，元旦の新年会，8月頃の水路や

　町会　自治組織には町会がある。増井町会は，　　道路の補修，盆頃の道路沿いやあぜ道の草刈りな

住み易い地域環境の維持，福祉増進，行政連絡の　　ど，農業生産と関わりのある作業を班を単位とし

利便を図ることを目標としている。このため地域　　て共同で行っている。また班を単位として納税組

の祭りのような伝統的な行事，道路，下水，環境　　合が作られており，長尾ユ班のほとんどの農家が

衛生の管理，公民館活動，市の行政連絡などを行っ　　加入している。納税組合長は，農家から国税をま

ている。町会の役員は，町会長ユ人，副町会長3　　とめて徴収し税務署へ納める。これに対して税務

人，班長！5人で構成されている。町会の役員の任　　署から納税額の3％の還付金がある。納税組合で

期は2年で再任が可能である。町会の総会は，毎　　は，これを配分しないで，班の防犯灯の修理や2

年4月の第1日曜日に地区内にある誉田公民館で　　～3年ごとに行う親睦旅行の補助に用いている。

開かれる。総会では，主に前年度の決算と当年度　　　組　増井町の長尾1班は，さらに上組，中組，

の事業報告，町会の役員の選出などをする。町会　　下組の3つの地縁組織から構成されている（第17

の総会には，増井町の鎮守である熊野神社の氏子　　図）。長尾ユ班の20戸の農家は，上組6戸，中組

の総代も参加する。町会長と副会長は，町会長経　　4戸，下組10戸に属している。組は構成員の出産，

験者，学識経験者，班長の推薦を受けて候補者を　　結婚式，葬式などの付き合いや手伝いを行う相互

決め，これに対して選挙が行われる。ここ数年間，　　扶助組織である。長尾地区においては，かつては

町会長は定年退職した教員が選ばれる傾向があ　　結婚式は個人の屋敷で執り行われていたが，現在

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は常陸太田市や日立市，水戸市など近隣都市の結

　増井町はユ5の班に分かれており，各班は複数の　　婚式場を利用している。葬式の場合は，以前と同

　　　　　　　　　　　第6表　常陸太田市長尾・瑞竜地区における生活組織

組織区分 名　　称 活　　動 備　　考

生産 ブドウ組合支部 ぶどう生産・販売支援

自治 町内会 行政補助、町内問題解決

納税組合 国税代理納入

地縁 組 結婚・葬式の手伝い

信仰 氏子 札配り、祭

社会 子供会 廃品回収、祭、体育会

老人会 旅行、世代間交流 瑞竜町では消滅

婦人会 旅行、親睦 瑞竜町では消滅

（町内会資料，聞き取りにより作成）
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　　　じように各農家において行っている。特に葬式の

　　時は，組の各家から世帯主をはじめ3～4人が3

　　日間仕事を休んで手伝いをすることになってい

　　る。当事者は一切手をださないのがしきたりに

　　なっている。

　　　氏子　長尾地区における氏子組織は，増井町の

　　鎮守である熊野神社を中心に組織されている。熊

　　野神杜の氏子組織は，増井町全体で組織されてお

　　　り，その役員は，主任（筆頭）総代1人，副総代

　　　2人，総代30人（それぞれの班から総代ユ人と世

　　話人1人が選出される）である。熊野神社の氏子

　　組織による主な行事としては，！月1日の新年祭，

　　4月15日の春祭り，盆，暮れなどの祭礼である。

　　祭礼への町会員の参加は年々減っており，現在は

　　祭礼への参加は主に役員だけの場合が多い。熊野

　　神社には，専任の宮司はいなく常陸太田市の里野

　　宮町（薩都神社）の宮司が兼務している31）。お

　　札は以前は氏子総代が各家を廻りながら配った

　　が，ユ994年頃からは長尾1班の新年会のときに配

　　られるようになった。

　　　子供会　長尾地区の子供会は増井町の子供会

。　　（増井町子供会育成会）に属している。子供会の

　　役員は，会長1人，副会長2人で構成されている。

　　役員の任期はユ年で，小学6年生の父兄のなかか

　　ら選出される。子供会は親子レクリエーション（子

　　供神輿，餅つき，旅行），廃品回収（新聞，雑誌，

　　空ビン），誉田地区体育大会参加などがある。子

　　供会の運営は1人3，O00円の会費と市からの補助

　　金（廃品回収の謝礼）の20万円でまかなう。

　　　老人会　増井町には老人会（増井町老人クラブ

　　ますみ会）があり，毎年総会やさまざまな行事を

　　行っている。老人会の主な行事は，新年会，教養

　　講座，巨峰づくり研修会，温泉旅行，交通安全運

　　動などである。老人会の主な収入源は，会費と常

　　陸太田市からの補助金である。老人会の主な支出

　　は，社会奉仕，3世代間交流，巨峰盆栽展示会，

　　親睦旅行などである。親睦旅行は，毎年11月に栃

　　木県や福島県にでかける。老人会については，長

　　尾ユ班が会員数では増井町で最も多いが，ユ996年

　　からゲートボールを申止するなど活動自体が消極

的になりつつある32）。

　2）瑞竜地区における生活組織

　町会　瑞竜地区における町会は，7班で構成さ

れている33）。町会の役員は，町会長1人，副会

長1人，監事3人がおり，その他に各班には，任

期1年の班長，任期2年の協議委員2人，任期ユ

年の組長がいる。瑞竜町でも増井町と同じように

町会長は，定年退職した教員が選ばれる傾向があ

る。また行政の末端を担うために，生産調整推進

対策推進員，損害評価員，納税組合長，民生委員，

土木委員などが決められている。町会の総会は4

月に開催され，役員が協議して町会長と副会長が

決められる。町会の名目的な仕事は，町民の福利

向上と地域の発展であるが現実には，常陸太田市

の行政の末端組織としての連絡，伝達業務が多い。

また米の生産調整などに協力している。この点に

ついては増井町の場合と大きな違いはない。

　町会は，町会費を五戸あたり2，OOO円（！76戸）

ずつ徴収し，さらに常陸太田市からの補助金を得

て運営されている。補助金の内訳は，環境整備金

（土木補助費），負担金（公民館負担金，集会所

建設共済，市町会長協議会負担金），助成金（町

民運動会，敬老費，夏祭り，子供会）など市政に

関連したものが多い。町会では，夏の間に草取り

を月1回程度行うが，住民の参加は少なく，班長，

協議委員，組長だけで上町1・2班，中町1．2

班と松崎，下町1・2班の順に行う。7月に行う

ゴミ拾いも役員だけで済ませる場合が多い。祭と

しては，4月下旬の春祭，！0月中旬の秋祭，元旦

の元旦祭がある。この祭りの時は，瑞竜町1・2

区が一緒に行う。町会では，地区住民による町民

運動会（10月4日）も主催している。瑞竜地区に

は，1960年代半ばに町会構成員の寄付金により建

てられた小野集会所がある。小野集会所は副町会

長が鍵を管理しており，宴会用の食器や机，椅子

などの備品も揃えており，必要な人に貸している。

瑞竜地区にも納税組合はあるが，非農家は加入し

ないため，これに関係する活動は3年にヱ回の頻

度で行われる親睦旅行ぐらいしかない。

　組瑞竜地区における組は，班をさらに細分し
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た地縁組織である。瑞竜下町の1班と2班はそれ

ぞれ4組に分かれている（第18図）。下町2班の

場合，年始会は同じ組の5戸で行い，葬式は組の

範囲を超えて20戸で行っている。

　氏子　瑞竜地区の氏子組織は，白鷺神社を中心

に組織されている。その役員は，総代，管理委員，

小組頭などで構成されている。任期は3年で，総

代と管理人はおおむね世帯主の年齢順に引き受け

ている。白鷺神社の氏子は，瑞竜町の全戸が加入し

ている。白鷺神社の祭りは，第2次世界大戦後に消

滅しており，現在は役員だけで祭祀を行っている。

　子供会　子供会は子供たちに故郷との一体感を

持たせるのが趣旨である。子供会は瑞竜町2区と

一緒に活動をしている。主な催しとしては，夏に

行う地区内の廃品回収や子供神輿行列がある。廃

品回収は，古紙や空ビンなどを収集し周辺環境を

ル

　　　　　　　⑱1　　　0
　　　　　　　　　　⑱○

　　　O　　　　　、　⑧
3班
　　　O　　　　　　　　　　　　⑱

　　　○

　○○○O　　　　　⑧
　　○○　　O
　　　○　　○
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　　　　　。　　　下組
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　⑱農家　　一一一班界　O　　100m
　○非農家一組界　」一一」

第17図　常陸太田市長尾地区におけ
　　　　る班と組（工997年）

　　　　（聞き取りにより作成）

整備するのが目的である。また，これを行うこと

によって市から補助金をうけ，子供会の活動資金

に充てる利点もある。子供神輿行列は，毎年8月

申旬に神輿を担いで町内を練り歩く催しである。

　老人会　瑞竜町の老人会は，会員の減少により

1996年4月廃止になった。このため常陸太田市の

ゲートボール大会にも参加ができなくなり，常陸

太田市でも老人会に対する補助金が出せない状態

が続いている。

　3）長尾1瑞竜地区における生活組織の特徴

　長尾・瑞竜地区においては地縁的な組織は少な

く活動も活発ではない。このことについては専業

農家が多い長尾地区と兼業農家や非農家が多い瑞

竜地区との間で大差はない。現在も比較的活発に

活動をしているのは班，組，子供会程度であり，

氏子，老人会などは形骸化するか消滅している。

　　　　　　　下2班

　　　　0
　　100　00　0　⑧　　　　　O

　　⑧　　○

　　○♂O♂’へ＼

　屋号

1．酒屋

2．肥料慶
3．道具屋
4、精米屋
5．紺屋

6．醤油屋
7古紺屋

下、班十“

0　　100m

　　　　　　　　　　　一一一組界

　　　　　　　　　　　一班界
　　O　　　　　　　　　⑧　農家

○O○○　　　　　　　　O　非農家

　　卵

第18図　常陸太田市瑞竜地区下町におけ

　　　　る班と組（1997年）

　　　　（聞き取りにより作成）
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この傾向は，兼業農家が多い瑞竜地区のほうが特

に顕著である。

　農業を活発に行う農村であっても，その農業そ

のものが以前の米。麦，タバコの場合のように，

生産や販売などにおいて共同作業が不可欠である

ものと質的に果なるようになった。この地区の農

業形態が果樹生産であり，販売も農家ごとに行う

直売や通信販売が主流であることも生活組織の形

骸化に影響を及ぼしている。それは，生産段階で

は農家問の協調があっても，販売となると顧客を

確保するための競争となるからである。また両地

区ともに常陸太田市街地に近いため，諸活動を地

区単位で行う必要性が少ないと考えられる。

w　郊外農村の性格と存立基盤

　V－1　郊外農村の性格

　これまで検討してきたことをまとめると，常陸

太田市街地に接する2つのいわゆる郊外農村は，

以下のような特徴をもっている。長尾地区では起

伏のある台地に広がる手入れのいきとどいたブド

ウ畑と観光農園への来客者のための駐車場や直売

所などが重要な農村景観の構成要素となってい

る。これは，巨峰の観光農園や宅配サービスから

高い収益を得る自立農業経営が発達していること

を示している。他方，瑞竜地区の農村景観の主要

要素は，圃場整備が完了した沖積低地での水稲作

と洪積台地上の陸稲や豆類，そして麦類の畑地で

あり，さらには広い耕作放棄地であった。このこ

とは恒常的勤務が主要収入源であり，農業生産は

自給目的であったり，農地を財産維持のために保

持しようとしていたり，あるいは高齢者の健康維

持的な農業であったりすることを象徴している。

長尾地区では商業的農業のために自家の土地と労

働を最大限に生かして，高い収入を得ようとする

姿勢がみられるのに対して，瑞竜地区では安定し

た農外収入や年金収入を確保したうえで，先祖伝

来の農地を維持し，さらに白家の労働力を無理の

ないようなかたちで消化しようという対照的な姿

勢がみられる。

　経済的活動からさらに生活面に分析を広げてみ

ると，2つの農村は類似した側面をもっている。

それは，行政の末端組織としての町内会活動を除

くと，伝統的なものであろうと新しいものであろ

うと，地縁的な社会的・文化活動が不活発で，そ

れに関する組織も少ないことである。常陸太田北

部農業協同組合ぶどう部会（常陸太田ぶどう組合）

やその青年部，長尾谷津圃場整備地区など生産に

直結する生産組織の活動は活発であるが，青年団

はもちろん消防団も活動を休止し，老人会や婦人

会までも解散してしまった。神社の氏子組織も不

活発で，さらに瑞竜地区では旦那寺との縁を切り，

葬式も費用の節減ができる神式で行う世帯も増え

ている。集落構成員の年齢階層ごとの親睦会やレ

クリエーショングループなどもほとんどみられな

い。このことから研究対象地域のもう1つの特徴

として，生活の個別化が進んでいるといえよう。

農外就業の浸透した農村ではもちろん，ブドウ栽

培を中心とした自立農業経営を核とする農村で

も，それが都市からの観光客や消費者と直結して

いるだけに，都市化の強い影響をうけているとい

えよう。ブドウの収穫・販売時期には，それぞれ

の農家が競争関係になるという状況がそれを助長

している。

　V－2　郊外農村の存立基盤

　1）自然条件

　ここで取り上げた2つの農村の違いはどのよう

な要因や条件から生じたのであろうか。それらを

地域構造図としてまとめたのが，第工9図である。

これによると基本的な違いの1つは，自然条件に

よるものであり，なかでも農村の生活基盤を構成

している地形や土壌の違いが大きな意味をもって

いた。長尾地区の台地は平坦地が狭く，起伏が大

きいところが多く，土壌はやせていた。水田は狭

い谷津に位置し，そこでは灌概も排水も悪く，さ

らに周辺の台地上の林地に遮られて日照時間も短

かった。反面，瑞竜地区の台地には広い平坦面が

あり，土壌も肥沃であった。里川沖積低地の水田

は，ユ980年代の圃場整備事業実施まで条里地割が

みられたように，古くから開発されたもので，谷
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津田と比較するとはるかに生産性は高かった。こ

のように瑞竜地区は長尾地区に比べて伝統的な農

業生産にとっては自然条件に恵まれていた。

　2）歴史的背景

　さらに，歴史的背景の違いも重要である。瑞竜

地区は1842年（天保13）に瑞竜村（現在の元瑞竜）

に編入されるまでは小野村とよばれていたが，水

が澗れたことがない7つの井戸があり，古くから

開かれていた。自然条件に恵まれていたことから

も，このことがうなずける。台地の南端に小野崎

城が築かれたのは久安年間（u45－51）であり，

ユ764年（明和元）には小野村の人口は499に達し

ており，1805年（文化2）の戸数はユ19を数えた。

　他方，藩政村であった増井村の申心は源氏川流

域にあり，その東端の長尾地区には林地や原野が

広がっていた。このことは相対的に恵まれなかっ

た白然条件とは無関係ではなかろう。増井村の全

戸数は，ユ805年（文化2）においても59戸にすぎ

なかった34）。聞き取りによると，時代は明確で

はないが，現在の水府村天下野からの移住者が，

百反原と呼ばれていた未開地に入植したのが長尾

地区の始まりとされる。常陸太田市史に「前島は

明治21年（1888）に原野10余町歩を買い入れて開

墾に着手した。増井村（増井町）にあった通称馬

場という原野で，桑四万本，うるし一万五〇〇○

本を植え，百反原と命名した。」と記述されてお

り35），これと長尾地区の開拓が関係があるとす

れば明治期以降の開拓となる。いずれにしろ，長

尾地区の成立の時期はそれほど古くはないと考え

られる。瑞竜地区が集村形態をとるのに対して，

長尾地区は散村形態をとるのは，長尾地区の起源

の新しさを示している。

　3）社会。経済的プロセス

　白然条件と歴史的背景の違いに規定されて生じ

た，両地区の経済活動や杜会的構造の変化過程の

相違が，農村を性格づける3つ目の条件である。

一般に新しい農村ほど社会的蓄積がない反面，進

取の気性が強く，様々な新しい試みに意欲的に取

り組むとされている36）。むしろ水田のような安

定した生産基盤に恵まれないために，それに代わ

る収益性の高い農業を強く模索せざるをえなかっ

たとも考えられる。第2次世界大戦後のこの地域

の有力な作物はタバコであったが，傾斜地である

ことや土壌の点から長尾地区では十分にそれらが

やせた土壌
起イ犬のある台地

狭小な谷津

1州台期以降の移従

　　　側マ維　　／
　生穀作物中心の
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浸透しなかった。伝統的な主穀作物や野莱類も傾

斜地のために栽培面積が限られ，そのため長尾地

区には零細農家が多かった。このような状況を打

開するために，1950年代から1960年代にかけて最

初はモモ，次いでブドウの栽培が，それまで未利

用の林地を開墾して始められた。農家によっては

養豚や養鶏を取り入れたものもあった。

　導入当時，巨峰は市場価格が高く魅力的な換金

作物であったにもかかわらず，栽培技術が確立し

ておらず，生産が安定したのは1970年代になって

からであった。1970年代には市場への系統出荷に

よって高い収益をあげることができ，さらに観光

農業化による収益性の向上が実現されていった。

樹木作物のような永年作物の場合，一旦導入され

ると，他のも．のへの転換に時聞がかかり，さらに

それに専念しなければ十分な収益をあげることが

困難である。巨峰栽培は，8人の先覚者が共同で

導入し，さらにそれらの人々が中心となって組織

された常陸太田ぶどう組合によって発展させられ

た。

　長尾地区で巨峰の技術的向上と生産の安定化の

努力がなされている時期が，ちょうど日本経済の

高度成長の時期であり，多くの農村に兼業が急速

に浸透していった。瑞竜地区ではタバコや加工業

者との契約によるトマトやバレイショなどの商品

作物の栽培が一時的に導入されたが，結局多くの

農家は農業を縮小して農外就業に従事するように

なっていった。開発が古い瑞竜地区では，元々水

田や肥沃な畑地に恵まれていたこともあって，社

会資本が蓄積されており，これによって当時の若

い世代の教育水準も相対的に高く，農外就業に容

易につくことができた。日立市を中心とした製造

業の発展は，多くの雇用機会をもたらした。伝統

的農業で経済的に安定していたこともあって，意

欲的に新しい商品作物に取り組むという姿勢もな

かった。さらに，瑞竜地区は現在の常陸太田市街

地から町屋，里美を経て棚倉に至る棚倉街道沿い

に位置しており，明治期まで商家がかなり立地し

ていた。そのなごりが，酒屋，肥料屋，精米屋，

遺具屋，紺屋，古紺屋，醤油屋，油屋などの屋号

をもつ家が多いことに示されている。このような

瑞竜地区における非農業的経済活動の伝統が，農

外就業へ多くの人々を向かわせた背景となったと

も考えられる。

　4）位置的条件

　ここで取り上げた2つの農村は，景観的にも機

能的にも一見極めて対照的な性格をもっているよ

うにみえるが，いずれも高度成長期以降の都市化

の影響を強く受けて形成された農村である。一方

は，都市住民を直接消費者とする商業的農業を確

立することによって，他方は自ら都市的就業を取

り込むことによって高い生活水準を実現してい

る。そのための重要な地域的条件は，外縁部では

あるが首都圏に位置していることと，地方中心都

市の水戸や日立に近いことである。近年の常磐高

速自動車道を軸とした自動車交通路網の整備に

よって，ますますこれらの都市への近接性が高

まっているという状況も重要である。これらは農

外就業機会と農産物の市場の両者もたらすという

点で，2つの農村の極めて重要な存立基盤となっ

ている。

　他方では，農村生活への都市的要素の浸透に

よって，生産組織以外の伝統的生活組織の形骸

化・崩壊という別の現象も生じた。農村でありな

がら，生活面では個別的都市的性格が強いという

状況もこれによってうなずける。このような農村

の位置的条件は，すでに述べた自然条件や歴史的

背景，社会・経済的プロセスとともに，首都圏の

他の農村の性格形成に大きな役割を果たしてい

る。この点に，この報告で試みた事例研究の結果

を，一般化することができる可能性がある。

　W－3　郊外農村の継続性

　最後に事例として取り上げた農村の今後の継続

性という点についてつけ加えることにしよう。長

尾地区の約半数の白立経営農家では，すでに20歳

代後半から40歳代の後継者が農業に専業的に従事

している。彼らは栽培技術の向上と，新しい品種

の導入，合理的な労務管理と所得の向上を目指し

て努力している。さらに，農産物の提供を主体と
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した観光農業から，農村環境自体や農業生産の具

体的な手順，農村での生活などに，都会の人々が

直接触れることの効果を強調する新しい観光形

態，すなわちグリーンッーリズムなどの導入を意

欲的に考えている。また，自分たちの生活の質を

高めるようなコミュニティづくりや，他の地域や

他の分野の人々との交流を進めている。

　高齢者専業の果樹農家の場合でも，最近になっ

て他出した息子もしくは娘夫婦が，経営者の高齢

化につれて，農業にしだいに関わってくる兆侯が

みられるようになってきた。それは，日本経済の

全体的な不況や農村生活への回帰志向ということ

もあろうが，高齢に達した親の世話と家や土地の

継承。維持という伝統的な価値観と果樹産業自体

の高い収益性が関係している。特に観光農園経営

や宅配サービスの場合，永年かけて確保してきた

各農家の固定客が，主要な収入源となっている。

これを親の世代から引き継ぐことが，果樹園自体

を継承することとともに大きな財産となってい

る。

　観光果樹園あるいはブドウの宅配サービスヘの

需要がこのまま続けば，長尾地区の果樹農業は継

続されていくと考えられる。しかし，近年では巨

峰の希少価値が低下し，観光農業白体も飽きられ

る傾向がみられる。それゆえ，先に述べたグリー

ンツーリズムなどのような新しい試みが必要であ

り，常陸太田市周辺の他の観光資源と有機的に結

びついた新しい観光農業経営が必要とされよう。

　他方の瑞竜地区ではどのような農村の継続性と

将来が考えられるだろうか。ここでは，兼業農家

が卓越するが，さらに近年では農外就業を定年退

職した年金生活者が増えてきている。彼らは自分

の健康状態にみあった形で農業に従事するとい

う，充実した老後をおくれる可能性をもっている。

新たにブドウ園を造成する意欲的な者から，家庭

菜園や庭いじり程度の者までさまざまである。い

ずれにしろ，先祖伝来の土地や家を維持するとい

う伝統的な価値観が足かせになっているという消

極的な側面があるとしても，自立して老後を安寧

にすごすことができる場所が存在するということ

は，現代社会においては重要な意味をもっている。

しかも，それが自分の生まれ育った場所であれば

なおさらである。その際に2つの点が今後，配慮

されるべきであろう。1つはそのような人々が，

意義を感じて参加できるようなコミュニテイ活動

の形成と，それに必要な組織や施設の整備である。

もう1つは高齢者では利用や管理しきれない余分

の畑地や水田の有効利用である。例え少数でも，

意欲的な若い農業者や農業組織などを，育成する

ことが重要であろう。瑞竜地区における平坦で肥

沃な畑地と圃場整備事業が完丁した水田は，その

ための優れた条件をそなえている。事例として取

り上げた，専業的花卉農家はそのような可能性を

示している。

w　むすび

　首都圏においては，農業発展と後退といった明

瞭に異なった2つの方向をもつ農村が混在してい

る。この報告は茨城県常陸太田市の市街地に接す

る農村を対象として，農業発展の事例を中心に，

もう！つの農業後退の事例を対比させながら，現

代農村の存立基盤とその特徴を明らかにした。そ

の際に，首都圏における位置的な意味を念頭にお

き，農村を構成する個々の農家の検討を積み上げ

ることによって，分析を進めた。研究対象地域は，

常陸太田市街地の北に接する巨峰栽培の盛んな長

尾地区と農外就業が浸透し農業は副次的な性格の

強い瑞竜地区である。この報告では以下のことが

明らかになった。

　長尾・瑞竜地区は洪積台地とそれを刻む谷津，

そして里川の沖積低地を生活基盤としている。長

尾地区の台地は狭く傾斜が大きく，土壌は堆積物

起源の砂質や粘土質のもので，元々やせている。

他方，瑞竜地区の台地は平坦で広く，火山灰起源

のクロボク土が卓越し，相対的に肥沃である。瑞

竜地区の農家の方が，里川の広い沖積低地に近く，

長尾谷津にもより多くの水田を所有していた。日

本のブドウ栽培の中心である甲府市と比較する

と，常陸太田市では結果期に雨が多く，ブドウの

栽培期間を通して日較差が小さい点で，気侯面で
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はやや劣っている。

　農業的土地基盤の整備状況をみると，瑞竜地区

の台地では個人的に畑地区画の拡大や土壌改良が

試みられたにすぎなかったが，長尾地区の台地で

は1960年代から残存していた林地を開墾し，果樹

園を造成する事業が次々に実施された。なかでも

重要であったのは，1970年代後半の白然休養村育

成事業であり，国からの補助金を得て観光果樹農

業発展の基盤造りが行われた。里川沖積低地では

1970年代に，長尾谷津では1980年代の後半に圃場

整備事業が実施され，機械化農業による省力化が

可能な農地基盤がつくられた。

　農業的土地利用に関しては，長尾地区では巨峰

畑が卓越し，集約的な利用が行われている。瑞竜

地区でも北部の山地沿いではブドウ畑が広く分布

しているが，南部あ平坦地では小麦や大豆などの

普通畑作物とともに，耕起されているにもかかわ

らず作物が栽培されていない畑地がめだった。こ

れは，実質的には作付放棄地で，雑草の繁茂を防

ぐために定期的に耕起するというものであった。

幅が狭くもともと条件が悪い西谷津ではかなりの

水田が放棄され，雑木林に変わっていたが，その

ほかの沖積地では作付放棄地はほとんどなかっ

た。このように，自然条件により恵まれた瑞竜地

区において粗放的な農地利用がなされ，農業後退

の傾向が著しいのに対して，白然条件が劣る長尾

地区では集約的な土地利用によって収益性の高い

果樹農業が行われている。

　土地利用と作物，その出荷形態の変化からみる

と，長尾地区では1960年頃までは水稲作およびタ

バコや大豆，イモ類と麦類を組み合わせる畑作を

中心とした伝統的な農業が存続していた。その後

まずモモが導入され，次いで1960年から1970年ま

では巨峰ブドウの作付面積が増加した。これを「ブ

ドウ導入期」と呼び，さらに1970年代にはブドウ

栽培が作付面積の第1位を占めるようになる「ブ

ドウ発展期」になり，そして1980年代にはそれま

での系統出荷から観光農園や宅配便を用いて直接

消費者に販売することでより高い収益を得る「ブ

ドウ安定期」になった。瑞竜地区では水稲や麦・

豆。イモ類などの主穀作物申心の時期に引き続い

て，ユ960年代から1970年代には一時期バレイショ

や加エトマトなどの契約栽培が導入されたが，そ

の後は土地利用は粗放化したり，作付放棄地が増

加していった。そしてこれと並行して，急速な兼

業化が進んでいった。現在では長尾地区では観光

目的のブドウ栽培を中心とした専業的な農業経営

に強く依存し，他方瑞竜地区では農外就業が主体

で自給的な農業を組み合わせるか，高齢者が農業

に専従するといった，生産性の低い農業が卓越し

ている。

　次に，この果樹栽培を中心とした農業の技術

的・経営的側面について検討した。まず果樹の年

間栽培暦と労働力の投入量をみると，果樹栽培の

ための特別な技術と装備が必要であり，限られた

家族労働力と農地を十分に，また万便なく活用し

て，最大限の収益を引き出そうとする姿勢が強い

ことが，長尾地区の分析からわかった。また，世

帯主世代と後継者世代など，家族間での労働の分

業などが工夫されている。長尾地区の果樹農業の

特徴はその出荷形態にある。当初は伸間で直接市

場へ持ち込んでいたものが，農業協同組合を通し

た系統出荷になり，さらに観光農園で来客者に直

売するようになった。最近では電話やFAXでの

注文を受けて，宅配サービスにより消費者に直送

するという形態が多くなった。宅配サービスの受

注先は常陸太田市を中心とした県内が主体である

が，発送先は関東地方を中心にしつつも全国にお

よんでいる。

　収益の面では，目1牽栽培はユOaあたり80万円か

ら90万円ほどの粗収入をあげることができ，その

所得率は50％前後であるので，1ha以上の栽培面

積があれば農業で自立できる。露地ブドウ栽培の

みでは労働の季節差が大きいために，それを平均

化するために温室栽培や水稲作も組み合わせて白

立経営を行っている。

　このような面を考慮して，長尾・瑞竜地区の農

業経営を類型化すると，大きく「自立型」と「高

齢者専業型」と「農業副次型」の3つにわけるこ

とができた。長尾地区では「自立型一が多く，瑞
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竜地区では「高齢者専業型」と「農業副次型」が

圧倒的多数を占めた。これらの農業類型の実態を，

事例農家で具体的に説明した。

　農業とその他の就業の組み合わせ，すなわち就

業構造の特徴をみると，長尾地区では農業主体型

世帯が多く，瑞竜地区では農業副次型世帯あるい

は非農業世帯が多かった。また，瑞竜地区では恒

常的勤務を退職した年金暮らしの高齢者世帯が多

くみられた。両地区とも通勤者は地元の常陸太田

市や近辺の日立市，那珂町，水戸市などに勤務し

ており，就業先に恵まれている。農業に強く依存

しようと，農外就業に依存しようと，この地域の

人々は現代的な生活水準を維持するに十分な収入

を得ている。また，集落における地縁的な生活組

織をみると，両地区ともそのまとまりが弱く，コ

ミュニティ活動が不活発である。それは農業的な

性格が強い長尾地区でも，弱い瑞竜地区でも同様

であった。

　2つの農村の違いが生じた条件としては，まず，

地形や土壌などの自然条件が考えられる。2つ目

には農村の成立の新旧に基づく社会資本の蓄積の

程度や集落の気質の違いなどが考えられ，さらに

農業の変遷に象徴される社会・経済的過程の違い

が3つ目の条件となる。そして，首都圏外縁部や

水戸や日立などの地方中心都市や常陸太田市街地

への近接性も，現代の農村の性格形成に大きな役

割を果たした。同じ都市の影響下にあっても，ユ

つの農村では都市からの顧客を対象とした観光農

業の形成という形で対応したのに対して，他方で

は農村住民が都市的就業を取り込むという形で対

応したのである。都市の影響は伝統的な農村の生

活組織の空洞化。形骸化をいずれの農村において

も引き起こした。それぞれの農村において，地域

の条件を生かしながら，今後どのように農村を維

持し，存在の意義をみいだしていくかが大きな課

題である。

　本稿を作成するにあたり，常陸太田市役所，常陸太田北部農業協同組合，常陸太田地域農業改良普及

センター，常陸太田ぶどう組合（現常陸太田北部農業協同組合ぶどう部会），里川堰土地改良区，茨城県

立西山研修所の方々にご協力いただきました。なお，現地調査に際しましては，長尾地区と瑞竜地区の

方々のお世話になりました。製図の一部を筑波大学地球科学系技官の宮坂和人氏と小崎四郎氏に依頼し

ました。記してお礼申しあげます。調査と資料のとりまとめにあたっては，平成9年度文部省科学研究

費補助金基盤研究（C）（2）『持続的農業形成における女性の役割に関する地理学的研究当（研究代表者：筑

波大学地球科学系田林　明，課題番号09680192）の一部を使用しました。
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